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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　始動条件が成立した場合に変動が開始される識別情報が所定の態様で停止した場合に遊
技者に遊技価値が付与される遊技機において、
　駆動手段と、
　遊技者によって一部が視認可能に設けられ、第１状態と、該第１状態に対して前記駆動
手段の駆動力によって変位した後の第２状態とに変位可能な第１動作部材と、
　前記第１状態と前記第２状態との切り替わりにおける一部の過程であって少なくとも前
記第１状態を含む所定の第１過程において前記第１動作部材の一部に係合し、前記第１動
作部材に連動可能な第２動作部材と、
　該第２動作部材に係合し、前記第１動作部材が前記第１状態から前記第２状態へ変位す
る場合に前記第２動作部材の変位する方向側への付勢力を前記第２動作部材に付与すると
共に、該第２動作部材を介して該第１動作部材の変位する方向側への付勢力を前記第１動
作部材に前記第１過程において付与する付勢手段と、を備え、
　前記第１動作部材は、前記始動条件の成立前に前記第１状態とされ、前記始動条件が成
立した遊技回において前記第２状態とされる場合があり、前記第１過程においては前記駆
動手段の駆動力に対して少なくとも前記付勢手段の付勢力が加えられた駆動力により変位
し、前記第１過程の後における所定の第２過程において前記駆動手段の駆動力に対して前
記付勢手段の付勢力が加えられない駆動力により変位可能とされ、
　前記第１動作部材が前記第１状態から前記第２状態へ切り替わった後に前記第１状態へ
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復帰する制御として、前記第１過程において前記第２状態への変位が停止し、その後に前
記第１動作部材が前記第２過程に対応する位置まで変位した後に前記第１状態へ復帰する
制御を行う制御手段を備えていることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記遊技機は、パチンコ遊技機、又は、スロットマシン等の回胴式遊技機であることを
特徴とする請求項１記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スロットマシン等の遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　遊技機の一種であるスロットマシンは、リール装置や制御装置が搭載される筐体と、当
該筐体の前面側において開閉可能に取り付けられた前面扉とを備えている。前面扉には、
リールの外周面に付された図柄を遊技機前方から視認可能とする表示窓部が形成されてお
り、さらにメダル投入装置、スタートレバー、ストップボタンなどが搭載されている。
【０００３】
　遊技に際しては、遊技回毎に、遊技者によりメダル投入（又はベット操作）や始動操作
が行われることでリールが回転を開始し、遊技者により停止操作が行われることでリール
が回転を停止する。そして、その停止後において表示窓部を通じて視認される停止図柄に
応じて遊技者に特典が付与される。
【０００４】
　上記のようなスロットマシンにおいては、始動操作が行われることにより入賞する役の
抽選等、各種の抽選が制御装置により行われ、抽選結果に応じた停止図柄が停止する。そ
して、この停止図柄に応じた特典が遊技者に付与されるため、遊技者は高価値の抽選結果
を期待して遊技を行うこととなる。始動操作が行われてから図柄が停止するまでの間には
、抽選結果に応じた色でリールの周りが発光したり、液晶表示装置に停止図柄の内容に対
応した絵柄を表示したりして遊技者に抽選結果を期待させる演出が行われる。この演出の
一部としてモータ等により動作する動作部材を遊技者から視認可能な位置に配置して、こ
の動作部材の動作を演出に付加する機種が知られており、大型の動作部材を素早く動作さ
せることで遊技者を驚かせ、その後の結果に対する期待感を高揚させる演出が行われてい
る（例えば、例えば特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－１７３１６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、動作部材が大型になって重量が増大するほど、また素早く動作させよう
とするほど性能の高い動力発生機が必要となって部品コストが増大するという問題点があ
った。
【０００７】
　本発明は、上記例示した事情等に鑑みてなされたものであり、動作部材を効率良く動作
させることが可能な遊技機を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決すべく、請求項１記載の発明は、
　始動条件が成立した場合に変動が開始される識別情報が所定の態様で停止した場合に遊
技者に遊技価値が付与される遊技機において、
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　駆動手段と、
　遊技者によって一部が視認可能に設けられ、第１状態と、該第１状態に対して前記駆動
手段の駆動力によって変位した後の第２状態とに変位可能な第１動作部材と、
　前記第１状態と前記第２状態との切り替わりにおける一部の過程であって少なくとも前
記第１状態を含む所定の第１過程において前記第１動作部材の一部に係合し、前記第１動
作部材に連動可能な第２動作部材と、
　該第２動作部材に係合し、前記第１動作部材が前記第１状態から前記第２状態へ変位す
る場合に前記第２動作部材の変位する方向側への付勢力を前記第２動作部材に付与すると
共に、該第２動作部材を介して該第１動作部材の変位する方向側への付勢力を前記第１動
作部材に前記第１過程において付与する付勢手段と、を備え、
　前記第１動作部材は、前記始動条件の成立前に前記第１状態とされ、前記始動条件が成
立した遊技回において前記第２状態とされる場合があり、前記第１過程においては前記駆
動手段の駆動力に対して少なくとも前記付勢手段の付勢力が加えられた駆動力により変位
し、前記第１過程の後における所定の第２過程において前記駆動手段の駆動力に対して前
記付勢手段の付勢力が加えられない駆動力により変位可能とされ、
　前記第１動作部材が前記第１状態から前記第２状態へ切り替わった後に前記第１状態へ
復帰する制御として、前記第１過程において前記第２状態への変位が停止し、その後に前
記第１動作部材が前記第２過程に対応する位置まで変位した後に前記第１状態へ復帰する
制御を行う制御手段を備えていることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、動作部材を効率良く動作させることが可能な遊技機を提供することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】一実施の形態におけるスロットマシンの正面図である。
【図２】前面扉を閉じた状態におけるスロットマシンの斜視図である。
【図３】前面扉を開いた状態におけるスロットマシンの斜視図である。
【図４】前面扉を取り除いた状態における筐体の正面図である。
【図５】（ａ）は、通常状態における波部材の正面図であり、（ｂ）は、最大移動状態に
おける波部材の正面図である。
【図６】前側から見た上側表示ユニットの斜視図である。
【図７】前側から見た上側表示ユニットの分解斜視図である。
【図８】後側から見た上側表示ユニットの分解斜視図である。
【図９】後側動作機構部の分解斜視図である。
【図１０】斜め後側から見た大波部材の動作説明図である。
【図１１】後側から見た大波部材の動作説明図である。
【図１２】前側動作機構部の分解斜視図である。
【図１３】前側動作機構部の一部分の分解斜視図である。
【図１４】正面側から見た小波部材の動作説明図である。
【図１５】斜め後側から見た小波部材の動作説明図である。
【図１６】後側から見た小波部材の動作説明図である。
【図１７】斜め後側から見た小波部材および中波部材の動作説明図である。
【図１８】後側から見た小波部材および中波部材の動作説明図である。
【図１９】後側から見た小波部材および中波部材の動作説明図である。
【図２０】前側から見た大波部材の分解斜視図である。
【図２１】大波部材の主要部における正面図である。
【図２２】図２１のＡ－Ａ線における大波部材の断面図である。
【図２３】（ａ）は、大波拡散部材の溝の配置を示した図であり、（ｂ）は、大波拡散部
材および大波発光基板の断面を模式的に示した図である。
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【図２４】内面突条部および多数の溝の配置位置を示した図である。
【図２５】各発光基板におけるＬＥＤの配置を示した図である。
【図２６】波部材の配置位置を示す平面図である。
【図２７】中波部材の周辺照射ＬＥＤによる照射状態を示した図である。
【図２８】小波部材の後方照射ＬＥＤによる照射状態を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、遊技機の一種であるスロットマシンに本発明を適用した場合の一実施の形態を、
図面に基づいて詳細に説明する。図１はスロットマシン１０の正面図であり、図２は前面
扉２１を閉じた状態におけるスロットマシン１０の斜視図であり、図３は前面扉２１を開
いた状態におけるスロットマシン１０の斜視図であり、図４は前面扉２１を取り除いた状
態における筐体１１の正面図である。
【００１２】
　図３に示すように、スロットマシン１０は、筐体１１を備えている。筐体１１は、複数
の板部１２～１６を組合せることによりスロットマシン１０前方に向けて開放された四角
箱状に形成されている。詳細には、底板部１２、背板部１３、左側板部１４、右側板部１
５、及び天板部１６を備えており、隣接する各板部１２～１６が接着等の固定手段によっ
て固定されていることで、筐体１１が形成されている。当該筐体１１は、スロットマシン
１０を遊技ホールに設置する際に、いわゆる島設備に対して釘を打ち付ける等して取り付
けられる。
【００１３】
　筐体１１の前面側には、前面扉２１が取り付けられている。前面扉２１はその左側部を
回動軸として、筐体１１の内部空間を開閉可能とするように筐体１１に支持されている。
詳細には、筐体１１の左側板部１４には筐体側支持部材１７が設けられているとともに、
前面扉２１の左側部には扉側支持部材２２が設けられている。これら各支持部材１７，２
２はともに金属製であり、筐体側支持部材１７には上下一対の支軸部１７ａが一体形成さ
れているとともに、扉側支持部材２２には各支軸部１７ａに１対１で対応させて支持孔部
２２ａが形成されている。各支持孔部２２ａが対応する各支軸部１７ａに挿通されて下側
を支持されることにより、筐体１１に前面扉２１が開閉可能に支持されている。
【００１４】
　なお、扉側支持部材２２に支軸部が形成され、支持孔部が筐体側支持部材１７に形成さ
れる構成としてもよく、この場合、各支軸部が対応する各支持孔部に挿通されて下側を支
持される。
【００１５】
　筐体１１に対して前面扉２１が閉鎖した状態では、当該前面扉２１の背面が筐体１１の
前面開口部の周縁全体に対して前方から当接することとなる。したがって、前面扉２１が
閉鎖状態である場合には、筐体１１の前面開口部の全体が前面扉２１により覆われた状態
となる。前面扉２１の右側部、すなわち開閉先端側には施錠装置２３が設けられており、
筐体１１の右側板部１５には、図４に示すように、金属製の施錠受け部材１８が設けられ
ている。前面扉２１を閉鎖状態とした場合には施錠装置２３が施錠受け部材１８に対して
施錠状態となり、前面扉２１の開放操作が阻止される。
【００１６】
　筐体１１内には、図３及び図４に示すように、複数の電気機器が搭載されている。具体
的には、筐体１１の底板部１２上には電源装置３１とホッパ装置３２とが左右に並設され
ている。電源装置３１は、遊技ホールの電源に接続され、当該電源から供給される電力に
基づいて、ホッパ装置３２や、後述する各種機器において必要な動作電力を生成して供給
する。また、電源装置３１には、電源投入時や電源遮断時に操作される電源スイッチ、ス
ロットマシン１０の各種状態をリセットするためのリセットボタン、及びメダルの付与率
（例えば内部抽選における当選確率）に変化を与える設定状態を「設定１」（付与率が最
も低い状態）から「設定６」（付与率が最も高い状態）までの６段階に変更するために操
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作される設定キー挿入孔が設けられている。ホッパ装置３２は、上方に開放された空間内
にメダルを貯留する貯留タンク３２ａと、当該貯留タンク３２ａに貯留されたメダルを払
い出す払出装置３２ｂとを備えており、スロットマシン１０に投入されたメダルの貯留が
行われるとともに遊技の結果に応じた遊技者へのメダルの払い出しが実行される。
【００１７】
　筐体１１内において、電源装置３１及びホッパ装置３２の上方にはリールユニット１０
１が設けられている。リールユニット１０１は、複数の周回体として、円筒状に形成され
た左リール１０２Ｌ、中リール１０２Ｍ、及び右リール１０２Ｒを備えている。各リール
１０２Ｌ～１０２Ｒは、その中心軸線が当該リール１０２Ｌ～１０２Ｒの回転軸線となる
ように回転可能に支持されている。各リール１０２Ｌ～１０２Ｒの回転軸線は略水平方向
に延びる同一軸線上に配設されている。これら各リール１０２Ｌ～１０２Ｒは、それぞれ
がステッピングモータよりなるリール用駆動モータに連結されており、各リール用駆動モ
ータの駆動により各リール１０２Ｌ～１０２Ｒが個別に、即ちそれぞれ独立して回転駆動
し得る構成となっている。
【００１８】
　各リール１０２Ｌ～１０２Ｒの外周面には、図３に示すように、帯状のベルト１０３Ｌ
，１０３Ｍ，１０３Ｒが巻かれている。帯状のベルト１０３Ｌ～１０３Ｒの周面には、そ
れぞれ複数種の図柄が付されており（例えば２１個ずつ）、各リール用駆動モータが駆動
状態となり各リール１０２Ｌ～１０２Ｒが回転することにより、各図柄の位置が連続的に
変化することとなる。
【００１９】
　これら各リール１０２Ｌ～１０２Ｒに付された図柄は、図１に示すように、前面扉２１
の上半部に設けられた透明樹脂製の窓パネル部１３１を通じてスロットマシン１０前方か
ら視認可能となっている。この場合、前面扉２１の背面部において窓パネル部１３１と重
なる領域には、図３に示すように、下側部分に横長矩形状の表示窓部２７を形成し、その
上下左右を囲うように表示ユニット１１１が搭載されており、リールユニット１０１にお
いてスロットマシン１０前方から視認可能な範囲が図１の下側の破線で囲む表示窓部２７
の範囲内に制限されている。つまり、窓パネル部１３１と表示ユニット１１１とを利用し
て表示窓部２７が区画形成されている。この表示窓部２７が形成された範囲は、全体を視
認可能な図柄の数が各リール１０２Ｌ～１０２Ｒについて縦方向に３個ずつとなるように
設定されている。各リール１０２Ｌ～１０２Ｒが正回転した場合には、表示窓部２７を通
じて図柄が上から下へ向かって移動しているかのように映し出される。また、各リール１
０２Ｌ～１０２Ｒがすべて停止している状態では、縦方向に３個と横方向に３個の合計９
個の図柄が遊技者に視認可能な状態となる。
【００２０】
　表示窓部２７から視認可能な９個の図柄が配置される範囲には、図１に示すように、所
定数の組合せラインＬ１～Ｌ５が設定されている。具体的には、横方向へ平行に３本、斜
め方向へたすき掛けに２本、合計５本の組合せラインＬ１～Ｌ５が設定されている。これ
ら組合せラインＬ１～Ｌ５は、メダル及び仮想メダルの賭け数に応じた数だけ有効化され
、有効化された組合せライン上に内部抽選にて当選となった役に対応した図柄の組合せが
停止表示されることにより、遊技者に特典が付与される。この組合せラインの数は６以上
としてもよく、５未満としてもよく、遊技の状態などの所定条件に応じて最大組合せライ
ン数を変更するようにしてもよい。
【００２１】
　各リール１０２Ｌ～１０２Ｒには、小役図柄と、再遊技図柄と、特別図柄とが付されて
いる。　小役図柄としては、「スイカ」図柄と、「ベル」図柄と、「チェリー」図柄とが
存在しており、いずれかの有効ライン上に「スイカ」図柄が左・中・右と揃った場合には
１５枚のメダルが払い出され、いずれかの有効ライン上に「ベル」図柄が左・中・右と揃
った場合には８枚のメダルが払い出され、左リール１０２Ｌ上の「チェリー」図柄が有効
ライン上に停止した場合には２枚のメダルが払い出される。また、いずれかの有効ライン
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上に再遊技図柄が左・中・右と揃った場合にはメダル払出は行われないが、新たな賭け操
作を要することなく新たな遊技を開始させることが可能となる。
【００２２】
　特別図柄としては、「７」図柄と「ＢＡＲ」図柄とが存在しており、いずれかの有効ラ
イン上に「７」図柄が左・中・右と揃った場合には第１特別遊技状態としてビッグボーナ
ス状態に移行し、いずれかの有効ライン上に「ＢＡＲ」図柄が左・中・右と揃った場合に
は第２特別遊技状態としてレギュラーボーナス状態に移行する。ビッグボーナス状態及び
レギュラーボーナス状態は、通常遊技状態よりも各遊技回におけるメダル及び仮想メダル
の払出率が向上する状態であり、具体的には内部抽選で当選となった場合には各リール１
０２Ｌ～１０２Ｒの停止タイミングに関係なくいずれかの有効ラインＬ１～Ｌ５上に停止
表示される「ベル」役の入賞が通常遊技状態よりも高頻度で発生する状態である。そして
、ビッグボーナス状態は、当該状態において遊技者に払い出されたメダル及び仮想メダル
の総数が第１所定数（例えば３５０枚）以上となった場合に終了される状態であり、レギ
ュラーボーナス状態は、当該状態において遊技者に払い出されたメダル及び仮想メダルの
総数が第１所定数よりも少ない第２所定数（例えば１５０枚）以上となった場合に終了さ
れる状態である。
【００２３】
　窓パネル部１３１における表示窓部２７より上側は、図１に示すように、表示ユニット
１１１に設けられた表示装置１１２の表示面１１２ａをスロットマシン１０前方から視認
可能とする領域となっている。つまり、窓パネル部１３１は、表示面１１２ａを視認可能
とする上パネル部１３１ａと、各リール１０２Ｌ～１０２Ｒの図柄を視認可能とする下パ
ネル部１３１ｂとを有している。また、窓パネル部１３１は、図１に示すように、これら
上パネル部１３１ａと下パネル部１３１ｂとを上下に区画するように区画部１３４が設け
られている。
【００２４】
　前面扉２１において窓パネル部１３１の周囲には、演出用発光部１３３と、報知用発光
部１３２とが設けられている。演出用発光部１３３では遊技の状況に応じた光の演出が行
われ、報知用発光部１３２では異常の発生に際してそれに応じた発光制御が行われる。
【００２５】
　前面扉２１において窓パネル部１３１の下方領域は、図２に示すように、当該窓パネル
部１３１よりもスロットマシン１０前方に膨出させて操作領域２４が形成されており、当
該操作領域２４には各種操作部が設けられている。具体的には、操作領域２４前面の左側
には、図１に示すように、各リール１０２Ｌ～１０２Ｒの回転を開始させるために操作さ
れるスタートレバー１５１が設けられている。メダル及び仮想メダルの少なくとも一方が
賭けられている状況でスタートレバー１５１が操作されることにより、各リール１０２Ｌ
～１０２Ｒが一斉に回転を開始する。
【００２６】
　スタートレバー１５１の右側には、図２に示すように、回転している各リール１０２Ｌ
～１０２Ｒを個別に停止させるために操作されるストップボタン１５３Ｌ，１５３Ｍ，１
５３Ｒが設けられている。各ストップボタン１５３Ｌ～１５３Ｒは正面視において停止対
象となるリール１０２Ｌ～１０２Ｒの直下にそれぞれ配置されている。各ストップボタン
１５３Ｌ～１５３Ｒは、左リール１０２Ｌが回転を開始してから所定時間が経過すると停
止操作が有効化される。
【００２７】
　操作領域２４上面の右側には、図２に示すように、メダルを投入するためのメダル投入
口１５５ａが形成された投入用部材１５５が設けられている。前面扉２１の背面部には、
図３に示すようにセレクタ１１３が設けられており、メダル投入口１５５ａに投入された
メダルは当該セレクタ１１３によって、投入可能時であればホッパ装置３２へ導かれ、投
入不可時であれば前面扉２１の前面下部に設けられたメダル排出口２５ａからメダル受け
皿２５へと導かれる。
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【００２８】
　操作領域２４上面の左側には、クレジットされた仮想メダルを投入するために操作され
るクレジット投入ボタン１５２が設けられている。クレジット投入ボタン１５２が操作さ
れることにより、クレジットされた仮想メダルの数及び最大賭け数の範囲で仮想メダルが
投入される。
【００２９】
　操作領域２４前面においてスタートレバー１５１の下方には、精算ボタン１５６が設け
られている。精算ボタン１５６が操作されることにより、ホッパ装置３２が駆動制御され
て、クレジットされている仮想メダルが実際のメダルとしてメダル受け皿２５に払い出さ
れる。当該メダル受け皿２５は、前面扉２１の下端においてスロットマシン１０前方に突
出させて形成されており、上方に開放されたメダルの貯留領域を有している。
【００３０】
　操作領域２４とメダル受け皿２５とは縦方向に離間されており、これらの間には装飾パ
ネル部２６が設けられている。装飾パネル部２６には、スロットマシン１０の機種に対応
したキャラクタや模様などの装飾が付されている。
【００３１】
　操作領域２４の左右両側とメダル排出口２５ａの左右両側には、図１に示すように、遊
技者に遊技状態等を音声により報知するスピーカが内蔵された左右一対の音声出力部１５
７が上下に離間して設けられ、合計４箇所から音声が出力可能とされている。
【００３２】
　操作領域２４の上面においてメダル投入口１５５ａの左方には、表示装置１１２におけ
る演出の内容を切り替えるべく操作される操作用ボタン１５４が設けられている。当該操
作用ボタン１５４の操作による演出内容の切り替え態様としては、１ゲームの途中で所定
の表示演出が表示装置１１２にて実行された場合に、操作用ボタン１５４の操作に伴い表
示装置１１２における表示演出が特定の演出に進行する態様や所定の画像が表示される態
様が挙げられる。また、他の態様としては、１ゲームの表示演出として、選択される演出
内容が相違する複数のモードが存在している状況下において、操作用ボタン１５４の操作
に伴いモードが切り替えられる態様が挙げられる。また、操作用ボタン１５４の操作が演
出として実行されるのではなく、例えば操作用ボタン１５４の操作に伴い表示装置１１２
にて本スロットマシン１０の遊技内容の説明がなされる構成や、本スロットマシン１０の
遊技履歴の内容が表示される構成が挙げられる。
【００３３】
　上記構成のスロットマシン１０の遊技の流れについて簡単に説明する。
【００３４】
　まずメダル投入口１５５ａへのメダルの投入操作及びクレジット投入ボタン１５２の押
圧操作の少なくとも一方に基づいて、メダル及び仮想メダルの少なくとも一方が投入され
る。この場合、１枚のメダル又は１枚の仮想メダルが投入された場合には、中央ラインＬ
１が有効ラインに設定され、メダル及び仮想メダルの投入総数が２枚となった場合には、
中央ラインＬ１、上ラインＬ２及び下ラインＬ３が有効ラインに設定され、メダル及び仮
想メダルの投入総数が３枚となった場合には、中央ラインＬ１、上ラインＬ２、下ライン
Ｌ３及び一対の斜めラインＬ４，Ｌ５が有効ラインに設定される。
【００３５】
　なお、メダル及び仮想メダルの投入総数が既に３枚となっている状況でさらにメダル投
入口１５５ａへのメダルの投入が行われると、その投入されたメダルは仮想メダルとして
クレジットされる。
【００３６】
　メダル及び仮想メダルの投入総数が所定数（例えば３枚）である状況でスタートレバー
１５１が押下げ操作されることにより、内部抽選が実行されるとともに各リール１０２Ｌ
～１０２Ｒの回転が開始される。その後に、各ストップボタン１５３Ｌ～１５３Ｒが順次
、押圧操作されることにより、それぞれ対応するリール１０２Ｌ～１０２Ｒの回転が順次
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停止される。この場合に、内部抽選において当選となっている役に対応した図柄に対して
有効ライン上への引き込み制御が実行される。具体的には、所定のストップボタンが押圧
操作されたタイミングでは、対象となるリールについて当選役に対応した図柄が有効ライ
ン上に存在していない場合であっても、当該図柄が有効ラインに対して上流側に存在する
所定個数（例えば４個）の図柄の中に含まれているのであれば、有効ライン上に引き込ん
で停止させる構成となっている。当該構成において、「ベル」図柄や再遊技図柄について
は各リール１０２Ｌ～１０２Ｒにおける配置間隔が、上記引き込み制御の範囲内となるよ
うに設定されているのに対して、「スイカ」図柄、「チェリー」図柄、「７」図柄及び「
ＢＡＲ」図柄については各リール１０２Ｌ～１０２Ｒにおける配置間隔が、上記引き込み
制御の範囲外となり得るように設定されている。
【００３７】
　全リール１０２Ｌ～１０２Ｒが停止した場合には、いずれかの有効ラインＬ１～Ｌ５上
に、内部抽選において当選となった役の入賞が成立しているか否かの入賞判定が行われ、
入賞が成立していると判定された場合には、その入賞に対応した特典が遊技者に付与され
る。例えば、所定の小役の入賞が成立している場合には、その小役に対応した数のメダル
が遊技者に払い出されるように制御される。この場合、クレジットされた仮想メダルの数
が最大数（例えば５０枚）未満である場合には、当該最大数の範囲内において仮想メダル
としてクレジットされる。一方、最大数に達している場合には、ホッパ装置３２が駆動制
御されて、実際のメダルとして遊技者に払い出される。また、再遊技の入賞が成立してい
る場合には、再遊技が遊技者に付与されるように制御され、ビッグボーナスの入賞が成立
している場合には遊技状態がビッグボーナス状態に移行するように制御され、レギュラー
ボーナスの入賞が成立している場合には遊技状態がレギュラーボーナス状態に移行するよ
うに制御される。
【００３８】
　上記内部抽選及び各種制御は、主制御装置４１により実行される。主制御装置４１は、
図４に示すように、筐体１１内においてリールユニット１０１の上方に設けられている。
主制御装置４１は、上記内部抽選及び各種制御を実行するためのＣＰＵ４３、ＲＯＭ４４
及びＲＡＭ４５が一方の板面に搭載された主制御基板４２と、当該主制御基板４２を収容
する基板ボックス４６と、を備えている。基板ボックス４６は一対のケース体４７（一方
のケース体については図示略）を備えており、主制御基板４２を板厚の方向に挟むように
してこれら一対のケース体４７が組み合わされていることにより、主制御基板４２が基板
ボックス４６内に収容されている。各ケース体４７は、基板ボックス４６の外部からこれ
らケース体４７を通じて主制御基板４２を目視確認できるように透明（又は無色透明）な
樹脂により形成されている。また、各ケース体４７の縁部には、これらケース体４７を結
合させる結合構造４８が複数設けられており、これら結合構造４８は結合の解除に際して
一部の破壊を要する構成となっている。したがって、基板ボックス４６の内部空間が不正
に開放された場合には、結合構造４８に破壊箇所が残存することにより、当該不正開放の
痕跡が残ることとなる。
【００３９】
　なお、基板ボックス４６に開放の痕跡を残すための構成としては、引き剥がしに際して
粘着層が接着対象に残ることで剥がされたことの痕跡を残す封印シールを複数のケース体
間の境界を跨ぐようにして貼り付ける構成や、基板ボックスを構成する複数のケース体間
の境界に接着剤を塗布する構成としても良いし、これら構成と上記結合構造４８とを組み
合わせても良い。
【００４０】
　主制御装置４１は、筐体１１の背板部１３に固定されている。具体的には、主制御装置
４１は、略長方形状をなす主制御基板４２の形状に対応させて、略長方形状をなす表面及
び裏面を有し且つ略直方体状に形成されている。また、基板ボックス４６において当該表
面を生じさせる壁部は、主制御基板４２においてＣＰＵ４３、ＲＯＭ４４及びＲＡＭ４５
が搭載された素子搭載面と対向している。
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【００４１】
　主制御装置４１は、支持ユニット５１を介して背板部１３に固定されている。支持ユニ
ット５１は、図示による詳細な説明は省略するが、背板部１３に固定された支持台座５２
と、当該支持台座５２に対して下端部を回動軸として前後に回動可能に支持された支持部
材５３と、を備えている。支持台座５２には、左右一対の支持フック５４が一体形成され
ており、支持部材５３を支持台座５２に前方から重ねた状態では当該支持部材５３が支持
台座５２に固定され、当該支持部材５３の前方への変位が規制される。支持フック５４に
より固定された状態の解除操作は、前面扉２１を開放状態とした場合に筐体１１の前面開
口部側から当該支持フック５４を弾性変形させることにより行うことが可能であり、この
解除操作に際しては部材の破壊を要しない。
【００４２】
　主制御装置４１は、その下側領域が支持部材５３に対して上側から挿入され、支持部材
５３に固定されている。当該固定は、その解除に際して所定の部材の破壊を要し、固定解
除の痕跡が残る構成となっているが、ネジなどを利用することにより、固定の解除に際し
て破壊を要しない構成としてもよい。支持部材５３に主制御装置４１が固定された構成に
おいて、基板ボックス４６の表面部であって主制御基板４２の素子搭載面と対向する領域
は支持部材５３により覆われていない。したがって、主制御装置４１が支持部材５３に固
定された状態であっても、基板ボックス４６の外部からの素子搭載面の視認性は確保され
ている。主制御装置４１が一体化された支持部材５３が支持台座５２に重ね合わせられ、
主制御装置４１が初期位置に配置されている状態では、主制御装置４１の裏面は筐体１１
の背板部１３に対向することとなり、主制御装置４１は起立した状態となる。
【００４３】
　上記のように主制御装置４１が背板部１３に固定されていることにより、主制御装置４
１が筐体１１の前面開口部から遠い位置に存在することとなり、当該前面開口部から不正
用治具を挿入して主制御装置４１に不正を施そうとしてもそれが行いづらくなる。また、
主制御基板４２の素子搭載面がスロットマシン１０前方を向くことにより、前面扉２１を
開放状態とすれば素子搭載面を容易に目視確認することが可能となり、不正有無の確認の
容易化が図られる。
【００４４】
　一方、主制御装置４１が一体化された支持部材５３が支持台座５２から離間されるよう
に前方に回動された場合には、主制御装置４１の上端を筐体１１の前面開口部側に引き出
すことが可能となる。この状態では、主制御装置４１の上端の位置が、各リール１０２Ｌ
～１０２Ｒの前後方向の中心よりも前方であって筐体１１の前面開口部よりも後方の位置
となるように、当該主制御装置４１を前方に引き出すことが可能となる。これにより、主
制御装置４１をより近い位置にて目視確認することが可能となる。
【００４５】
　次に、上側表示ユニット２００の構成について、図５から図８を主に参照して説明する
。図５は、上パネル部１３１ａを透視した状態を示す正面図であり、図５は、動作部材と
しての波部材２０１～２０３の正面図であり、図５（ａ）は通常状態を示し、図５（ｂ）
は最大移動状態を示している。また、図６は、前側から見た上側表示ユニット２００の斜
視図、図７は、前側から見た上側表示ユニット２００の分解斜視図、図８は、後側から見
た上側表示ユニット２００の分解斜視図である。ここで、図７および図８においては、上
側表示ユニット２００を構成する横側装飾部材２２７は省略して示している。
【００４６】
　上側表示ユニット２００は、図３に示すように、表示窓部２７の上側に設けられ、表示
窓部２７の左右両側および下側部分を形成する部材と共に表示ユニット１１１の一部を構
成する部材である。上側表示ユニット２００は、表示装置１１２の前側に設けられ、その
背面側に表示装置１１２と、表示装置１１２の表示内容を制御する表示制御装置１１４と
が重なるようにして取り付けられている。図１に示すように、上パネル部１３１ａの中央
部分には、表示装置１１２の表示面１１２ａが正面側から視認可能に配置され、その表示
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面１１２ａの前側に上側表示ユニット２００が遊技者から視認可能に設けられて表示装置
１１２の表示面１１２ａで行われる平面的な演出に対して、その前側に立体的な動作部材
による演出を付加している。
【００４７】
　上側表示ユニット２００は、図５（ａ）に示すように、上パネル部１３１ａを透視した
状態において中央部に横長矩形状の表示用開口部２１１が設けられ、この表示用開口部２
１１を通じて表示装置１１２の表示面１１２ａが遊技者から視認可能とされる。表示用開
口部２１１の下側には、魚を模した形状にて前側に膨出して形成された透光性を有する合
成樹脂で形成されたキャラクタ部２１２が中央に設けられ、キャラクタ部２１２の左右両
側には、キャラクタ部２１２の背景を形成する背景部２１３が左右方向に延びる形状に形
成されている。この背景部２１３は、銀色に表面が着色された合成樹脂により形成されて
いる。背景部２１３の両端部分は、上パネル部１３１ａの外縁形状に沿って斜め上側に上
がるようにして形成され、上パネル部１３１ａから視認可能な範囲の下側部分の左右方向
全域にわたる装飾部とされている。
【００４８】
　表示用開口部２１１の左右両側には、図５（ａ）に示すように、左右方向における中央
側（詳細には上側表示ユニット２００の中央側であり、スロットマシン１０の中央側）に
向かう波を模した波部材２０１～２０３が左右に各３個ずつ、計６個設けられている。波
部材２０１～２０３は、表示用開口部２１１の左右方向における中央線で線対称となるよ
うに左右対称に形成されている。左右における片側３個の波部材２０１～２０３は、手前
の下側に位置する一番小さな小波部材２０３と、前後および上下における中央に位置する
中波部材２０２と、奥側で上側に位置する大波部材２０１とにより構成されている。これ
ら波部材２０１～２０３は、左右両側から中央側に向かって移動可能に設けられ、通常の
遊技状態においては、図５（ａ）に示すように、左右両側に離間して配置されている。こ
の通常状態に対して波部材２０１～２０３が最大に移動した最大移動状態では、図５（ｂ
）に示すように、大波部材２０１が中央部分で僅かな隙間を隔てて配置され、中波部材２
０２が大波部材２０１の左右両側に配置され、更にその両側に小波部材２０３が配置され
る。
【００４９】
　上側表示ユニット２００は、図７に示すように、各部品を一体化して支持する取付ベー
ス２２１と、大波部材２０１を動作可能とするための後側動作機構部２２２と、小波部材
２０３および中波部材２０２を動作可能とするための前側動作機構部２２３と、前面下側
を装飾する下側カバー２２４と、中継基板２３１を取付ベース２２１に固定するための中
継基板ユニット２２５と、電子部品を覆う保護カバー２２６とを有している。
【００５０】
　下側カバー２２４は、図８に示すように、上記したキャラクタ部２１２と、背景部２１
３の他に、透過部２１４を備えている。透過部２１４は、背景部２１３の裏面側に設けら
れ、背景部２１３の一部が開口形成されることにより、その開口部を通じて遊技者から視
認可能とされた透光性を有する合成樹脂製の部材である。キャラクタ部２１２および透過
部２１４の裏面側には、図７に示すように、ＬＥＤが搭載された基板４０７が位置し、こ
の基板４０７は表示制御装置１１４に電気的に接続されている。基板４０７上のＬＥＤは
、スタートレバー１５１を操作して行われる抽選結果等、遊技の状態に対応した色および
点灯間隔で発光するように、表示制御装置１１４によって制御され、キャラクタ部２１２
と透過部２１４が遊技の状態に対応して発光する。これらキャラクタ部２１２および透過
部２１４は、背景部２１３を形成する部材にネジにより固定されて一体化された状態で、
背景部２１３の左右両側に設けられる横方向に貫通した固定穴のある取付部２１５により
、その後側に位置する取付ベース２２１に固定される。
【００５１】
　取付ベース２２１は、図７に示すように、合成樹脂により前側が開放された横長箱状に
形成されている。この取付ベース２２１に対して後側動作機構部２２２や前側動作機構部
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２２３等が取り付けられると、箱状部分の内側に６つの波部材２０１～２０３が配置され
て一体化された上側表示ユニット２００が形成される。取付ベース２２１の外周部分には
、外方に突出し、前後に貫通する取付孔が設けられたベース取付部２４１が設けられ、こ
のベース取付部２４１にネジが挿通されて前面扉２１に上側表示ユニット２００が固定さ
れる。
【００５２】
　取付ベース２２１の背面側には、図８に示すように、左右両側において後方に向けて円
筒状に突出する表示装置取付部２４２が複数設けられ、この表示装置取付部２４２に表示
装置１１２がネジにより固定される。また、表示装置取付部２４２の近傍には、左右両側
において後方に突出する制御装置取付部２４３が設けられ、制御装置取付部２４３には、
表示制御装置１１４が後側における上方から下方にスライド移動させた後にネジにより固
定される（図３参照）。取付ベース２２１の中央部分には、表示装置１１２の表示面１１
２ａと略同一のサイズに形成された横長のベース窓部２４４が設けられ、このベース窓部
２４４を通じて表示装置１１２の表示面１１２ａが遊技者から視認可能とされる。
【００５３】
　後側動作機構部２２２は、大波部材２０１を左右方向に動作させる機構部分であり、図
７に示すように、左右対称形状とされている。そこで、右側の後側動作機構部２２２につ
いて、図７および図８に加えて図９から図１１を参照して説明する。図９は、後側動作機
構部２２２の右側部分における分解斜視図であり、図１０および図１１は、斜め後側およ
び背面側から見た大波部材２０１の動作説明図であり、図１０（ａ）および図１１（ａ）
は、大波部材２０１の通常状態を示し、図１０（ｂ）および図１１（ｂ）は、大波部材２
０１の最大移動状態を示している。なお、図１０および図１１においては、後側動作機構
部２２２の右側部分における構成部材のうち一部の部材のみを示している。
【００５４】
　後側動作機構部２２２は、図７に示すように、大波部材２０１を移動可能に支持する後
側支持軸３０１と、後側支持軸３０１に下端部が挿通されて左右方向に移動する大波部材
２０１と、大波部材２０１を駆動する後側モータ３０２と、大波部材２０１の背面側を装
飾する奥側装飾部材３０３等を有している。
【００５５】
　大波部材２０１は、後側モータ３０２が作動することによって左右に移動可能とされて
いる。大波部材２０１を動作させるために、後側動作機構部２２２は、図９に示すように
、ステッピングモータにより構成された後側モータ３０２と、大小２つのギヤ３０４，３
０５と、後側アーム３０６とを有している。
【００５６】
　取付ベース２２１には、図７に示すように、ベース窓部２４４の左右両側における壁面
であって上下方向における中央よりもやや下側に前後に貫通する円形状のベース軸穴２４
５が設けられている。後側モータ３０２は、そのベース軸穴２４５に対して回動軸３０２
ａが挿通され、本体部分が取付ベース２２１の背面側にネジにより固定される。後側モー
タ３０２は、図示しない配線を介して、表示制御装置１１４に接続され、表示制御装置１
１４の制御によってステップ数が制御されることにより、大波部材２０１が動作する。
【００５７】
　後側モータ３０２の回動軸３０２ａは、取付ベース２２１のベース軸穴２４５を通じて
取付ベース２２１の前面側に突出するように配置される。この後側モータ３０２の回動軸
３０２ａは、円柱状の周面の一部を平面で切り欠いた形状に形成され、大小２つのギヤ３
０４，３０５のうち小径の小型ギヤ３０５の取付穴３０５ａが圧入される。
【００５８】
　大小２つのギヤ３０４，３０５は、図９に示すように、ポリアセタール等の合成樹脂に
より円盤状に形成され、円周面上に軸と平行で互いに噛み合い可能な歯が設けられた平歯
車により構成されている。大型ギヤ３０４は、小型ギヤ３０５に対して取付ベース２２１
の左右方向における中央側となる位置において取付ベース２２１の前面側よりネジにより
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回動可能に取り付けられる。大型ギヤ３０４は、ネジが回動軸となるように中央部分が支
持され、前後方向に延びる回動軸を中心として単体においては抵抗感が少なく自由に回動
可能とされている。すなわち、大型ギヤ３０４の取付穴に対してネジの外周に隙間が設け
られる外形にネジの外形が設定されている。この大型ギヤ３０４は、小型ギヤ３０５の歯
に対して噛み合うように後側モータ３０２に取り付けられると、後側モータ３０２の回動
に連動してその回動方向と同方向に小型ギヤ３０５が回動し、小型ギヤ３０５の回動方向
とは逆の方向に大型ギヤ３０４が回動する。
【００５９】
　大型ギヤ３０４を基準として小型ギヤ３０５が配置される側とは逆側、すなわち取付ベ
ース２２１の中央側には、図１０に示すように、大型ギヤ３０４に噛み合うギヤ部３１１
が半円状の外周面に形成された合成樹脂製の後側アーム３０６が設けられている。後側ア
ーム３０６のギヤ部３１１は、大型ギヤ３０４が設けられる取付ベース２２１の外側に外
周面を有する半円板状に形成され、その中央部にネジが挿通されて取付ベース２２１の前
面側にネジにより取り付けられている。
【００６０】
　ギヤ部３１１の上端部分からは、図１１（ａ）に示すように、上方に延出し、その上端
部分は大型ギヤ３０４が配置される側が凹んだ緩やかな円弧状のアーム部３１２が略一定
幅で設けられている。アーム部３１２の先端側には、円弧形状に沿った形状で前後方向に
貫通する円弧溝部３１３が幅方向における中央部分に形成されている。後側モータ３０２
の回動力は、大小２つのギヤ３０４，３０５を介して後側アーム３０６のギヤ部３１１に
伝達され、後側モータ３０２の回動により、アーム部３１２が左右方向に揺動する。
【００６１】
　大波部材２０１は、図９に示すように、正面視でほぼ同一形状の４つの板状部材を重ね
合わせ、更に小型の部材を取り付けて構成される合成樹脂製の部材である。大波部材２０
１は、一番前側に配置される大波前カバー３２１と、その背面側に配置される大波透明カ
バー３２２と、光を拡散する板状の大波拡散部材３２３と、ＬＥＤ等の発光手段および抵
抗等の電子部品が搭載された大波発光基板３２４とを備え、これらがネジにより固定され
て一体化されている。
【００６２】
　大波部材２０１の上部は、図９に示すように、右回りに渦を巻く波形に形成され、その
渦の中心部分に相当する部位は、大波前カバー３２１、大波透明カバー３２２および大波
拡散部材３２３に前後方向に貫通する円形の貫通穴が設けられている。その貫通穴には、
外形が円形で中央部分が前側に膨出する透明で合成樹脂製の大波中央レンズ３２５が後側
から入り込み、大波前カバー３２１と大波発光基板３２４とに挟まれて固定されている。
大波前カバー３２１の貫通穴は、大波中央レンズ３２５を囲う筒状の壁によって形成され
、大波中央レンズ３２５と大波透明カバー３２２の部位とは、互いの発光色が相手側に漏
れないものとされている。
【００６３】
　大波部材２０１は、図７に示すように、取付ベース２２１によって形成される箱内の上
下幅と略同一の高さに形成されている。大波部材２０１の下端部には、その背面側からネ
ジにより合成樹脂製の大波スライドベース３２６が取り付けられている。
【００６４】
　大波スライドベース３２６は、図９に示すように、前後方向に厚みを有するベース部３
３１を備え、そのベース部３３１の左右両側端部にて前後方向に貫挿されるネジにより大
波前カバー３２１に固定される。大波スライドベース３２６のベース部３３１の下側には
、横長で前側に膨出し、左右方向における両側に略正方形状の棒挿通孔３３２を形成する
挿通部３３３が設けられている。挿通部３３３の棒挿通孔３３２には、鋼材により形成さ
れた断面円形で棒状の後側支持軸３０１が挿通され、この後側支持軸３０１が取付ベース
２２１の下端部分に固定される。大波部材２０１は、後側支持軸３０１に挿通された挿通
部３３３によって左右方向にスライド移動可能に下側部分が支持されることとなる。
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【００６５】
　後側支持軸３０１は、図７に示すように、取付ベース２２１の下部における左右両側と
中央部分に形成される前方側に開放したコ字状の後側軸受け部２４６に入り込んで配置さ
れる。この配置状態において、前側動作機構部２２３が取付ベース２２１に固定されるこ
とで後側支持軸３０１は前側への移動が阻止されて固定される。
【００６６】
　大波部材２０１の上側部分には、図９に示すように、大波透明カバー３２２の上端部よ
り上方に突出する突出部が設けられ、この突出部には、その周りを覆う大きさで内側部分
が突出部に係合して固定されるスライドカバー３２７が突出部の上側から取り付けられて
いる。スライドカバー３２７は、青色の不透明な合成樹脂により形成され、上側の縁部分
が後方に突出し、取付ベース２２１の上側部分に設けられる溝に縁部分が入り込んで配置
される。大波部材２０１が左右方向に移動する場合に、大波部材２０１の上側部分が取付
ベース２２１によって支持され、下側部分が後側支持軸３０１によって支持される構造と
なり、大波部材２０１が移動方向に倒れたりせず、安定した移動を実現し、より高速に大
波部材２０１が移動可能とされている。
【００６７】
　大波拡散部材３２３および大波発光基板３２４には、図９に示すように、上下方向にお
ける中央より下側位置に、前後方向に貫通する円孔３２３ａ，３２４ａが設けられている
。大波透明カバー３２２の背面側には、大波透明カバー３２２および大波中央レンズ３２
５の円孔３２３ａ，３２４ａ内に前側から挿通される円筒形状の固定ボス３２２ａが設け
られる。この大波透明カバー３２２の固定ボス３２２ａの外径は、後側アーム３０６の円
弧溝部３１３の幅より僅かに小さく設定されている。大波透明カバー３２２の固定ボス３
２２ａは、図１０（ａ）に示すように、後側アーム３０６の円弧溝部３１３に入り込み、
固定ボス３２２ａの後端部に円弧溝部３１３の幅より大きな外形の頭部を備えたネジが取
り付けられる。後側アーム３０６がギヤ部３１１の中心を基準として回転した場合には、
後側アーム３０６の円弧溝部３１３内を固定ボス３２２ａが相対的に移動し、大波部材２
０１は後側支持軸３０１の軸方向に沿って移動する。
【００６８】
　大波スライドベース３２６における大波部材２０１の移動方向とは逆側となる移動方向
基端側の上部には、図９に示すように、略矩形状に形成された大波検知部３３４が設けら
れている。この大波検知部３３４は、非接触式のフォトセンサ３０７の検知範囲に相当す
る溝内に挿通するように配置され、このフォトセンサ３０７が取付ベース２２１の前面側
に固定される。大波検知部３３４がフォトセンサ３０７によって検知された状態において
は、図７に示すように、左右の大波部材２０１が左右方向に最大に離間し、この離間状態
が大波部材２０１の基準位置とされ、この基準位置が通常状態とされている。電源投入時
における初期化処理において大波部材２０１が基準位置に無い場合、大波部材２０１が基
準位置に近づくように後側モータ３０２が表示制御装置１１４によって駆動制御され、大
波検知部３３４がフォトセンサ３０７に検知されることで大波部材２０１が基準位置に配
置されたことを表示制御装置１１４が認識する。遊技が開始された後の通常状態において
は、基本的に大波部材２０１は基準位置に配置され、演出の内容等において中央側に大波
部材２０１を移動させる場合には、その移動が必要な量に対応した回転量分、後側モータ
３０２が駆動される。
【００６９】
　後側アーム３０６の後側には、取付ベース２２１の奥側の壁面における左右両側部分を
覆う前後一対で構成される奥側装飾部材３０３が設けられている。奥側装飾部材３０３は
、図９に示すように、前後方向に厚みを有し、水の流れを模した揺らいだ状態を前後の起
伏により表現した合成樹脂製の板状部材を２枚重ねて形成される部材であり、取付ベース
２２１の開口奥側の面に前面側よりネジで固定される。
【００７０】
　奥側装飾部材３０３のうち前側に配置される奥側前部装飾部材３４１は、図９に示すよ
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うに、青色に着色された有色透明な合成樹脂により形成され、その一部に相当する中央部
分に縦長の前側開口３４１ａが設けられ、また、左右両側端が奥側後部装飾部材３４２よ
りも部分的に細幅となるように左右方向に曲がって形成されている。奥側後部装飾部材３
４２は、合成樹脂の表面全体がメッキ又は塗装により銀色に着色され、前側開口３４１ａ
および左右両側部分が奥側前部装飾部材３４１に隠されずに前面側から視認可能に露出さ
れる。
【００７１】
　奥側前部装飾部材３４１において取付ベース２２１の壁側となる外側部分の下端部には
、図９に示すように、前後に厚みを有する円形状の部位が設けられている。この円形状の
部位の後側には小型ギヤ３０５が配置され、小型ギヤ３０５の前側への外れが防止される
と共に、前面側から小型ギヤ３０５が直接視認されることを防止し、見栄えを良いものと
している。
【００７２】
　右側の大波部材２０１の後側には、図９に示すように、前後に厚みを有するようにして
中継基板２３１が前面側に取り付けられた中継基板ユニット２２５が設けられている。中
継基板ユニット２２５は、上側部分に縦長の中継基板２３１が取り付けられ、その下側が
後側モータ３０２の背面側を覆うように後側に膨出し、更に下側に延出した部位が前側動
作機構部２２３の前側モータ４０２の背面側を覆う透明樹脂製の中継基板ベース２３２を
有している。また、中継基板ベース２３２は、図８に示すように、中継基板２３１に設け
られるコネクタを背面側に露出する開口が設けられると共に、配線を掛け止めする鉤形の
部位が設けられている。
【００７３】
　左側の大波部材２０１の後側には、図８に示すように、前側動作機構部２２３および後
側動作機構部２２２を構成する２つのモータ３０２，４０２の背面側を覆う保護カバー２
２６が設けられている。この保護カバー２２６は、上述した中継基板ユニット２２５にお
ける中継基板２３１が設けられる上側部分を除いた形状に近い形状であり、２つのモータ
３０２，４０２の背面側を覆うように後側に膨出し、配線を掛け止めする鉤形の部位が設
けられている。
【００７４】
　前側動作機構部２２３は、中波部材２０２および小波部材２０３を左右方向に移動可能
にするための機構部分であり、図７に示すように、左右対称形状とされている。そこで、
右側の前側動作機構部２２３について、図７および図８に加えて図１２から図１９を参照
して説明する。図１２は、前側動作機構部２２３の右側部分の分解斜視図であり、図１３
は、前側動作機構部２２３の右側部分におけるリンク部材４５２に関連する部材を斜め前
側および斜め後側から見た分解斜視図であり、図１４から図１６は、正面側、斜め後側お
よび後側から見た小波部材２０３の動作説明図であり、図１４（ａ）から図１６（ａ）は
、小波部材２０３の通常状態を示し、図１４（ｂ）から図１６（ｂ）は、小波部材２０３
の最大移動状態を示している。図１７から図１９は、斜め後側および後側から見た小波部
材２０３および中波部材２０２の動作説明図であり、図１７（ａ）から図１９（ａ）は、
中波部材２０２および小波部材２０３の通常状態を示し、図１７（ｂ）および図１９（ｂ
）は、中波部材２０２および小波部材２０３の最大移動状態を示している。
【００７５】
　前側動作機構部２２３は、図１２に示すように、中波部材２０２および小波部材２０３
を移動可能に支持する前側支持軸４０１と、前側支持軸４０１に下端部が挿通されて左右
方向に移動する中波部材２０２および小波部材２０３と、中波部材２０２および小波部材
２０３を駆動する前側モータ４０２と、これら部材を一体化する前側ベース４０３等を有
している。前側ベース４０３は、合成樹脂により横長に成形された部材であり、図８に示
すように、取付ベース２２１の横幅と略同一の横幅に形成され、取付ベース２２１に対し
て下側部分に前側からネジにより固定される。
【００７６】
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　中波部材２０２は、図１２に示すように、正面視でほぼ同一形状の４つの板状部材を重
ね合わせ、更に小型の部材を取り付けて構成される合成樹脂製の部材であり、小波部材２
０３も同様の構成とされている。これら中波部材２０２および小波部材２０３の構成は、
上述した大波部材２０１と同様の構成であり、中波部材２０２および小波部材２０３は、
前カバー４１１，４３１と、透明カバー４１２，４３２と、拡散部材４１３，４３３と、
発光基板４１４，４３４と、中央レンズ４１５，４３５と、スライドベース４１６，４３
６とを有する構成とされている。この構成は、大波部材２０１と同様の構成であるため、
同一の構成の部分の説明は省略して異なる部分のみを説明する。
【００７７】
　中波部材２０２と小波部材２０３は、図５（ａ）に示すように、大波部材２０１の手前
側に配置され、手前側から次第に大きくなる順に配置されている。中波部材２０２は、大
波部材２０１の上部中央部分に設けられる大波中央レンズ３２５の下側に上端が位置する
高さに設定され、中波部材２０２の中波中央レンズ４１５の下側に小波部材２０３の上端
が位置するように小波部材２０３の高さが設定されている。３つの波部材２０１～２０３
は、いずれも下側部分が支持軸３０１，４０１に支持され、中波部材２０２と小波部材２
０３とはこの下側部分のみによって支持される構成とされ、大波部材２０１のスライドカ
バー３２７のように上側部分を支持する構成を有しないものとされている。
【００７８】
　中波部材２０２の下端部には、図１２に示すように、その背面側からネジにより合成樹
脂製の中波スライドベース４１６が取り付けられている。中波スライドベース４１６は、
前後方向に厚みを有するベース部４２１を備え、そのベース部４２１に前後方向に貫挿さ
れるネジにより中波前カバー４１１に固定される。中波スライドベース４１６のベース部
４２１の下側には、横長で前側に膨出し、左右方向における両側に略正方形状の棒挿通孔
４２２を形成する挿通部４２３が設けられている。この挿通部４２３の棒挿通孔４２２に
は、鋼材により形成された前側支持軸４０１が挿通され、この前側支持軸４０１は前側ベ
ース４０３の前面側に固定される。中波部材２０２は、前側支持軸４０１に挿通された挿
通部４２３によって左右方向にスライド移動可能に下側部分が支持されることとなる。な
お、前側支持軸４０１は、前側ベース４０３の前面における左右両側と中央部分に形成さ
れる前方側に開放したコ字状の前側軸受け部４０３ａに取り付けられ、前側ベース４０３
の前面側に設けられる前側カバー４０４の一部が前側軸受け部４０３ａの開放部分に位置
して前側支持軸４０１の前側への移動が阻止される。
【００７９】
　小波部材２０３の下端部にも、図１２に示すように、その背面側からネジにより合成樹
脂製の小波スライドベース４３６が取り付けられている。小波スライドベース４３６は、
前後方向に厚みを有するベース部４４１を備え、そのベース部４４１に前後方向に貫挿さ
れるネジにより小波前カバー４３１に固定される。小波スライドベース４３６のベース部
４４１の下側には、横長で後側に膨出し、左右方向における両側に略正方形状の棒挿通孔
４４２を形成する挿通部４４３が設けられている。この挿通部４４３の棒挿通孔４４２に
も前側支持軸４０１が挿通され、前側支持軸４０１が前側ベース４０３の前面に固定され
る。
【００８０】
　中波スライドベース４１６の挿通部４２３における前側部分は、図１２に示すように、
左右方向に開放した横長矩形状の横長溝部４２４が設けられ、この横長溝部４２４の左右
方向の長さは小波スライドベース４３６の挿通部４４３より十分に長く、その挿通部４４
３の縦幅に対して横長溝部４２４の縦幅はわずかに長く設定されている。横長溝部４２４
の奥行きは、小波スライドベース４３６の挿通部４４３の後側への突出長さと略同一に形
成され、小波スライドベース４３６の棒挿通孔４４２と中波スライドベース４１６の棒挿
通孔４２２とが一致するのに十分な奥行きとされている。このため、中波スライドベース
４１６の挿通部４２３に小波スライドベース４３６の挿通部４４３を前側より入り込ませ
た状態で、中波部材２０２および小波部材２０３を前側支持軸４０１に取付可能とされて
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いる。この取付方法により、中波スライドベース４１６および小波スライドベース４３６
の棒挿通孔４４２に前側支持軸４０１が挿通されると、中波スライドベース４１６の挿通
部４２３の内面に対して小波スライドベース４３６の挿通部４４２が左右方向に隙間が設
けられる分の長さ範囲において相対的に移動可能となる。
【００８１】
　小波部材２０３の下側には、図１４に示すように、コイルバネにより構成された小波付
勢部材４０５が設けられている。小波付勢部材４０５は、小波部材２０３を左右方向にお
ける中央側に付勢するものであり、その一端が前側カバー４０４の左右方向における中央
部寄りの固定側係合部４０４ａに掛け止めされ、他端側が小波部材２０３における小波前
カバー４３１の下側面より下方に突出する可動側係合部４３１ａに掛け止めされている。
小波付勢部材４０５は、前側支持軸４０１に対して前側で前側支持軸４０１に上端部が重
なる高さ位置に設けられており、前側支持軸４０１より低い高さ位置で、前側支持軸４０
１と略平行に配置されている。
【００８２】
　小波付勢部材４０５は、小波部材２０３に対して全移動範囲において中央側へ付勢力が
付与される設定とされている。詳細には、図５（ａ）に示すように、小波部材２０３が表
示用開口部２１１の縁に近い外側に配置された通常状態から、図５（ｂ）に示すように表
示用開口部２１１の左右方向における中央側に最大限移動した最大移動状態までの全範囲
において小波付勢部材４０５が単体の状態より伸ばされた状態となる長さに設定されてい
る。
【００８３】
　小波部材２０３は、図１５（ｂ）に示すように、中波部材２０２を除いた単体の状態で
前側支持軸４０１に支持された状態とした場合には、小波付勢部材４０５の付勢力によっ
て小波付勢部材４０５の長さが最小となる位置に配置される。この小波付勢部材４０５の
長さが最小となる位置は、小波部材２０３が最大移動状態とされる位置であり、小波スラ
イドベース４３６における挿通部４４３とベース部４４１との間において小波スライドベ
ース４３６の移動方向先端側に向くストッパ面４４４が、前側ベース４０３のストッパ部
４０３ｂに当接している。このストッパ部４０３ｂと小波スライドベース４３６のストッ
パ面４４４は、前後方向においては小波付勢部材４０５と前側支持軸４０１との間に位置
し、左右方向においては小波付勢部材４０５の両側端部で掛け止めされる部位の間部分で
あって、小波スライドベース４３６の挿通部４４３の左右方向両端の間部分に位置してい
る。これにより、小波付勢部材４０５の付勢力を大きく設定しても、ストッパ面４４４と
ストッパ部４０３ｂとの当接部分を小波付勢部材４０５と前側支持軸４０１との両部材に
近づけることができ、小波スライドベース４３６における小波付勢部材４０５の係合部分
と前側支持軸４０１との間に生じる曲げ力を低くして破損防止をすることができる。
【００８４】
　小波スライドベース４３６における挿通部４４３の下側には、図１６（ａ）に示すよう
に、前後方向に厚みを有し、左右方向に長く形成された矩形状の小波支持板４４５が下方
に延出するようにして設けられている。小波支持板４４５に対応して前側ベース４０３に
は、小波支持板４４５が入り込み可能に上側および後側が開口し、前側、下側および左右
両側が塞がれた凹み部４０３ｃが設けられている。この凹み部４０３ｃは、図１６（ａ）
に示す小波部材２０３の通常状態において上側表示ユニット２００の外側に相当する移動
方向基端側端部が近接し、図１６（ｂ）に示す小波部材２０３の最大移動状態において中
央側に相当する移動方向先端側端部が近接する大きさに設定されている。
【００８５】
　小波支持板４４５の下側端縁は、図１５（ａ）に拡大して示すように、前側に突出する
鉤状の断面形状に形成され、前側に横長線状に突出する小波突条係合部４４６が形成され
ている。小波突条係合部４４６の前側端部は、前側ベース４０３の凹み部４０３ｃの前側
壁に当接し、小波部材２０３の左右方向における移動時には、小波突条係合部４４６の前
側端部と前側ベース４０３の凹み部４０３ｃとが接触して摺られつつ移動する。小波部材
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２０３に対して前側支持軸４０１を軸として後側へ回動する力が加えられた場合には、前
側支持軸４０１の下側に位置する小波支持板４４５は前側へ移動しようとするものの、小
波突条係合部４４６が前側ベース４０３に当接するため回動が阻止される。
【００８６】
　前側ベース４０３の凹み部４０３ｃにおける前側の壁面には、図１５（ａ）に一部拡大
視して示すように、左右方向における中央部から後側に突出する横長の小波突条受け部４
０３ｄが小波突条係合部４４６の上側に重なる突出量で設けられている。この前側ベース
４０３の小波突条受け部４０３ｄが小波部材２０３の小波突条係合部４４６の上側への移
動を規制すると共に、小波部材２０３の前側支持軸４０１を中心とした回動力により小波
部材２０３および前側ベース４０３が変形を伴い回動することを制限する。
【００８７】
　中波部材２０２および小波部材２０３は、前側モータ４０２が作動することによって左
右に移動可能に設けられている。中波部材２０２および小波部材２０３を動作させるため
に、前側動作機構部２２３は、図１２に示すように、ステッピングモータにより構成され
た前側モータ４０２と、前側モータ４０２の回動軸４０２ａに固定されるクランク部材４
５１と、クランク部材４５１に一端側が連結されるリンク部材４５２と、リンク部材４５
２の他端側に連結される前側アーム４５３とを有している。
【００８８】
　前側モータ４０２は、図１２に示すように、前側ベース４０３の左右両側で上方に開口
した縦長溝状の軸挿通部４０３ｅに回動軸４０２ａが挿通され、本体部分が前側ベース４
０３の背面側にネジにより固定される。前側モータ４０２は、図示しない配線を介して、
表示制御装置１１４に接続され、表示制御装置１１４の制御によってステップ数が制御さ
れることにより、中波部材２０２および小波部材２０３が動作する。
【００８９】
　前側モータ４０２の回動軸４０２ａは、前側ベース４０３の軸挿通部４０３ｅを通じて
前側ベース４０３の前面側に突出するように配置される。この前側モータ４０２の回動軸
４０２ａは、円柱状の周面の一部を平面で切り欠いた形状に形成され、クランク部材４５
１の軸取付穴４６１が挿入され、回動軸４０２ａに垂直な方向側からネジにより固定され
ている（図１７（ａ）参照）。
【００９０】
　クランク部材４５１は、合成樹脂により成形され、前側モータ４０２の回動軸４０２ａ
の回動力を回動軸４０２ａから離間した位置に伝達するように設けられた部材である。ク
ランク部材４５１は、図１３（ａ）および図１３（ｂ）に示すように、前側モータ４０２
の回動軸４０２ａが挿通される筒状の回動軸部４６２と、回動軸部４６２における前側モ
ータ４０２の先端側から回動軸４０２ａから離間する軸に垂直な方向側に延出する延出部
４６３とを有し、延出部４６３の先端部分は、延出部４６３に対して回動軸部４６２とは
反対側となる後側であって回動軸４０２ａと平行な前後方向に筒状に突出するリンク取付
部４６４が設けられている。このリンク取付部４６４の前側には、リンク部材４５２の一
端側が位置し、リンク部材４５２がネジにより連結されている。
【００９１】
　リンク部材４５２は、図１３（ａ）に示すように、合成樹脂により左右方向に長手方向
を有する棒状に形成され、その両側端部には、前後方向に貫通する軸穴４７１,４７２が
設けられている。クランク部材４５１が設けられる一方側の軸穴４７１は、クランク部材
４５１のリンク取付部４６４とネジによって連結され、他方の軸穴４７２は、前側アーム
４５３の一部に対して後側からネジが挿通されることにより連結される。リンク部材４５
２の両軸穴４７１，４７２に挿通されるネジは、軸穴４７１，４７２より頭部が大きく、
また軸部分が軸穴より若干小さい設定とされ、リンク部材４５２の両端部がクランク部材
４５１と前側アーム４５３に対して回動可能に連結されている。
【００９２】
　リンク部材４５２を基準としてクランク部材４５１が配置される側とは逆側、すなわち
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前側ベース４０３の中央側には、図１２に示すように、リンク部材４５２の一端側が連結
固定される前側アーム４５３が設けられている。前側アーム４５３は、リンク部材４５２
の移動量を増大して中波部材２０２に伝達する部材であり、図１３（ａ）に示すように、
上下方向に延びて前後方向に厚みを有する略一定幅の板状に形成された本体部４８２を有
している。この本体部４８２の下側部分には、２つの軸穴４８３，４８４が設けられ、上
側の軸穴４８４にリンク部材４５２の一端側が連結される。クランク部材４５１における
本体部４８２の上側部分には、前側アーム４５３の長手方向に沿った長穴４８１が前後方
向に貫通するようにして設けられている。
【００９３】
　前側ベース４０３の前面側であって前側モータ４０２に対して中央側には、図１２に示
すように、前方に突出する円筒状のアーム軸４０３ｆが設けられている。このアーム軸４
０３ｆは、前側アーム４５３の下側の軸穴４８３に対して僅かな隙間が形成されるように
軸穴４８３より一回り小さな外径に設定され、前側アーム４５３がアーム軸４０３ｆを中
心として回動自在とされている。なお、アーム軸４０３ｆに対して前側から前側アーム４
５３の下側の軸穴４８３を嵌め込んだ状態で更に前側からネジが固定され、このネジの頭
部が下側の軸穴４８３より大径に形成されることにより、前側アーム４５３がアーム軸４
０３ｆに対して前側に外れないように連結されている。
【００９４】
　中波スライドベース４１６の裏面側には、図１７に示すように、前側アーム４５３の長
穴４８１が位置し、その長穴４８１を介した前側アーム４５３の裏面側からネジが挿通さ
れることにより、中波スライドベース４１６が長穴４８１に連結されている。詳細には、
中波スライドベース４１６の裏面側には、前側アーム４５３の長穴４８１の幅より僅かに
小径に外形が形成された円筒状の軸部４１６ａ（図１７（ｂ）参照）が後方に突出するよ
うにして設けられ、この軸部４１６ａが長穴４８１の内側に位置し、その突端部にネジが
固定されている。このネジの頭部が長穴４８１の幅より大径に形成されることにより、中
波スライドベース４１６が長穴４８１を介して前側アーム４５３に連結されている。前側
アーム４５３が下側の軸穴４８３を中心として左右に揺動すると、前側アーム４５３の長
穴４８１が左右に移動することとなり、その移動に連動して中波スライドベース４１６は
前側支持軸４０１の軸方向に沿って移動する。
【００９５】
　クランク部材４５１における中波部材２０２および小波部材２０３の移動方向とは逆側
となる移動方向基端側の端部には、図１３（ｂ）に示すように、略矩形の板状に形成され
た中波検知部４７３が設けられている。中波検知部４７３は、非接触式のフォトセンサ４
５４の検知範囲に相当する溝内に挿通するように配置され、このフォトセンサ４５４が前
側ベース４０３の前面側に固定される。中波検知部４７３がフォトセンサ４５４によって
検知された状態においては、図７に示すように、左右の中波部材２０２が左右方向に最大
に離間し、この離間状態が中波部材２０２の基準位置とされている。電源投入時における
初期化処理において中波部材２０２が基準位置に無い場合、中波部材２０２が基準位置に
近づくように後側モータ３０２が表示制御装置１１４によって駆動制御され、中波検知部
４７３がフォトセンサ４５４に検知されることで中波部材２０２が基準位置に配置された
ことを表示制御装置１１４が認識する。遊技が開始された後の通常状態においては、基本
的に中波部材２０２は基準位置に配置され、演出の内容等において中央側に中波部材２０
２を移動させる場合には、その移動が必要な量に対応した回転量分、前側モータ４０２が
駆動される。
【００９６】
　中波スライドベース４１６の裏面側には、図１７（ａ）に示すように、左右方向に延び
る線状にて後側に僅かに突出する中波後側支持部４２５が、前側支持軸４０１より上側に
１カ所、前側支持軸４０１より下側に２カ所の計３カ所に形成されている。これら中波後
側支持部４２５は、前側アーム４５３の前面に当接または近接し、中波部材２０２の後側
へのブレを制限し、また、中波部材２０２における前側支持軸４０１を中心とした回動を
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制限する。
【００９７】
　中波スライドベース４１６における挿通部４２３の下側には、図１７（ａ）に示すよう
に、前後方向に厚みを有し、左右方向に長く形成された矩形状の中波支持板４２６が形成
されている。この中波支持板４２６の下側端縁は、上述した小波突条係合部４４６と同様
に、前側に突出する鉤状の断面形状に形成され、前側に横長線状に突出する中波突条係合
部が形成されている。中波突条係合部の前側端部は、前側ベース４０３の凹み部４０３ｃ
の下側の壁面に当接する。中波部材２０２に対して前側支持軸４０１を軸として後側へ回
動する力が加えられた場合には、前側支持軸４０１の下側に位置する中波支持板４２６は
前側へ移動しようとするものの、中波突条係合部が前側ベース４０３に当接するため回動
が阻止される。
【００９８】
　前側ベース４０３の凹み部４０３ｃの下側の壁面には、図１５（ａ）に示すように、後
側に突出する横長の中波突条受け部４０３ｇが、中波突条係合部の上側に重なる突出量で
設けられている。この中波突条受け部４０３ｇが中波部材２０２の上側への移動を制限す
ると共に、中波部材２０２の前側支持軸４０１を中心とした回動力により中波部材２０２
および前側ベース４０３が変形を伴って回動することを制限する。
【００９９】
　次に、上記のように構成された中波部材２０２および小波部材２０３の動作について、
図５および図１５から図１９を参照して説明する。
【０１００】
　中波部材２０２および小波部材２０３は、図５（ａ）に示すように、左右両側に離間し
た通常状態に対し、左右方向における中央側に最大限移動した最大移動状態（図５（ｂ）
の状態）まで移動可能とされている。通常状態においては、図１８（ａ）に示すように、
クランク部材４５１は、前側モータ４０２の回動軸４０２ａに対して外側に相当する移動
方向基端側に傾倒した状態とされている。この状態においては、リンク部材４５２を介し
てクランク部材４５１に連結される前側アーム４５３も移動方向基端側に傾倒し、この傾
倒した状態の前側アーム４５３の長穴４８１内に中波スライドベース４１６の軸部４１６
ａが連結された中波部材２０２が通常状態として配置されている。
【０１０１】
　この通常状態における中波部材２０２の中波スライドベース４１６の挿通部４２３内に
おいては、図１９（ａ）に示すように、小波部材２０３の挿通部４４３が小波付勢部材４
０５の付勢力により移動方向先端側に付勢され、小波部材２０３の挿通部４４３における
移動方向先端側面４４３ａと、中波部材２０２の挿通部４２３における移動方向先端側の
壁部の内面４２３ａとが当接している。このため、小波付勢部材４０５の付勢力は、中波
部材２０２の挿通部４２３によって支持され、その付勢力は、中波部材２０２を移動方向
先端側へ向けて移動をするための付勢力となっている。この付勢力は、前側アーム４５３
、リンク部材４５２およびクランク部材４５１を通じて前側モータ４０２に伝達され、前
側モータ４０２を構成するステッピングモータの磁力によって通常状態に対応する位置に
保持される。
【０１０２】
　ここで、通常状態においては、図１８（ａ）に示すように、リンク部材４５２の両側の
軸穴４７１，４７２を結ぶ直線は、ほぼ水平とされ、クランク部材４５１の回動中心とな
る軸取付穴４６１と、リンク取付部４６４とを結ぶ直線は、水平に近い状態で僅かに５度
程度斜め上側へ傾いている。小波付勢部材４０５の付勢力によってクランク部材４５１が
回動させられる回動力は、クランク部材４５１の回動中心からリンク部材４５２が位置す
るまでの距離（詳細には軸穴４７１，４７２を結ぶ直線までの距離）に、リンク部材４５
２に作用する力を乗じたものであり、クランク部材４５１が傾けば傾くほどに回動力は小
さくなる、すなわちクランク部材４５１が回動しにくいものとなる。従って、通常状態に
おいては、小波付勢部材４０５の付勢力に対して、その付勢力に対抗するための前側モー
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タ４０２の制動力は小さくても良く、少ない制動力の前側モータ４０２でも、確実に小波
部材２０３および中波部材２０２を通常状態に保持することができる。このクランク部材
４５１の傾きがリンク部材４５２の軸穴４７１，４７２と同一直線上とされる場合には回
動力は計算上零となるので、通常状態は、小波付勢部材４０５の付勢力の大きさに応じて
クランク部材４５１の傾きを設定すれば制動力の少ないモータを用いてもクランク部材４
５１が回動しない設定とすることができる。
【０１０３】
　通常状態に対して、前側モータ４０２がクランク部材４５１を起立する方向側へ回動す
ると、それに伴い、リンク取付部４６４がリンク部材４５２を前側アーム４５３の配置さ
れる移動方向先端側へ押し出すように動作する。リンク部材４５２によって前側アーム４
５３が押されると、前側アーム４５３は、下側の軸穴４８３を中心に移動方向先端側へ揺
動し、上部の長穴４８１も移動方向先端側へと移動する。長穴４８１と中波スライドベー
ス４１６の軸部４１６ａとの連結によって前側アーム４５３に連結された中波部材２０２
も移動方向先端側へと次第に移動する。
【０１０４】
　最大移動量分のステップ数に前側モータ４０２の回動量が達すると、図１８（ｂ）に示
すように、クランク部材４５１は垂直に起立した状態より更に移動方向先端側に傾倒した
状態となり、前側アーム４５３も同様に、移動方向先端側に傾倒した状態となって、それ
に対応した位置まで中波部材２０２が移動して停止する。中波部材２０２は、通常状態か
ら最大移動状態まで移動した場合に、中波スライドベース４１６の軸部４１６ａの移動量
分に相当するＬ２移動して停止する。
【０１０５】
　小波部材２０３は、図５に示すように、最大移動状態において、中波部材２０２よりも
左右方向に離間して配置され、左右のそれぞれが中波部材２０２の移動量Ｌ２に比して少
ない移動量Ｌ１に設定された部材である。小波部材２０３は、中波部材２０２の移動範囲
の途中までは中波部材２０２と共に移動し、図１５（ｂ）に示すように、小波スライドベ
ース４３６のストッパ面４４４が前側ベース４０３のストッパ部４０３ｂに当接すると小
波部材２０３は最大移動状態となって停止する。この小波部材２０３が最大移動状態とな
ったときには、中波部材２０２は、図１８（ｂ）に二点鎖線で示した位置に配置される。
この状態においては、図１９（ａ）に示すように、小波部材２０３の移動方向先端側面４
４３ａと、中波部材２０２の挿通部４２３における移動方向先端側の壁部の内面４２３ａ
とが当接し続ける。小波部材２０３の最大移動状態を超えて中波部材２０２が移動方向先
端側へと移動すると、小波部材２０３の移動方向先端側面４４３ａから、中波部材２０２
の挿通部４２３における移動方向先端側の壁部の内面４２３ａが離間し、その離間する量
は中波部材２０２の最大移動状態となったときに最大となる（図１９（ｂ）参照）。
【０１０６】
　上記した３種類の波部材２０１～２０３は、以下のような状況で動作する。例えば、ス
タートレバー１５１が操作されて遊技が開始される前には通常状態（図５（ａ）参照）と
され、スタートレバー１５１が操作された後に予め設定した条件が成立すると最大移動状
態とされる。例えば、スタートレバー１５１が操作された後の抽選にてビッグボーナスに
当選した場合に５０％の確率で最大移動状態（図５（ｂ）参照）とされ、ビッグボーナス
に落選した場合に０．１％の確率で最大移動状態とされ、遊技者が全てのストップボタン
１５３Ｌ～１５３Ｒを停止操作し終わると通常状態に復帰する。このように、所定の役に
当選した場合と当選しない場合とで、波部材２０１～２０３の移動させる確率を異ならせ
ることで、ビッグボーナスの入賞を遊技者に期待させる演出として表示装置１１２の表示
面１１２ａにおける演出に加えて、又は当該演出に代えて３種類の波部材２０１～２０３
の動作による演出を遊技者に視認させることができる。所定の役に当選した場合と当選し
ない場合とで波部材２０１～２０３の移動確率を異ならせて設定することで、所定の役の
入賞期待度を変化させることができる。
【０１０７】
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　ここで、必ずしも３つの波部材２０１～２０３の左右両側の全てを同時に動作させる必
要はなく、片側の全部または一部のみを動作させても良いし、その移動量についても必ず
しも最大移動状態となるまで全ての波部材２０１～２０３を動作させる必要はなく、通常
状態と最大移動状態との間の途中部分まで波部材を動作させ、その後に通常状態に戻るよ
うに３つの波部材２０１～２０３のいずれか又は全てを制御しても良い。すなわち、３種
類の波部材２０１～２０３のうち、移動させる波部材の数、移動量、移動速度、左右方向
に移動する回数、又はそれらの組合せ動作を、入賞が成立した役の種類や入賞、入賞の期
待度に応じて異ならせることで、入賞成立役の予告または期待度を遊技者に示唆すること
ができ、また、入賞成立後に３種類の波部材２０１～２０３を動作させて入賞成立を示唆
する演出とすることもできる。例えば、ビッグボーナスの入賞期待度の高い場合に全ての
波部材２０１～２０３が動き、それに比べて中波部材２０２と小波部材２０３とが動いて
大波部材２０１が動かない場合には、期待度が低くなるようにする等、動作させる波部材
２０１～２０３の態様を変化させることで、ビッグボーナスの入賞期待度を遊技者に示唆
することができる。なお、これらの制御については、主制御装置４１の抽選結果を表示制
御装置１１４が受信し、表示制御装置１１４によるモータ３０２，４０２の制御によって
実現できるものであり、一般的な制御であるため、制御についての詳細な説明は省略する
が、表示制御装置１１４でのモータ３０２，４０２の制御に代えて、主制御装置４１等の
他の制御装置で制御するなど、一般的な他の制御でモータ３０２，４０２を制御しても良
い。
【０１０８】
　上記したように、スロットマシン１０は、前側モータ４０２によって変位可能な中波部
材２０２と、小波部材２０３と、小波付勢部材４０５とを備え、中波部材２０２は、遊技
開始前には通常状態（図５（ａ）参照）とされ、始動条件が成立した遊技回において最大
移動状態（図５（ｂ）参照）とされる場合がある。通常状態から最大移動状態へ遷移する
過程のうち、中波部材２０２と小波部材２０３とが共に移動して小波部材２０３が最大移
動状態となるまでの過程（第１過程）においては、前側モータ４０２からの駆動力に対し
て小波付勢部材４０５の付勢力が加えられた駆動力により中波部材２０２は変位する。第
１過程の後に中波部材２０２が最大移動状態となるまでの過程（第２過程）においては前
側モータ４０２からの駆動力に対して小波付勢部材４０５の付勢力が加えられない駆動力
により中波部材２０２は変位する。
【０１０９】
　このため、移動開始段階に相当する第１過程においては、中波部材２０２の駆動力が小
波付勢部材４０５によって増大されることとなる。静止状態における摩擦力等の抵抗は移
動中における抵抗より大きく、この抵抗が大きい移動開始段階において小波付勢部材４０
５による最大の付勢力が中波部材２０２の移動方向側に付加される。よって、移動に必要
な前側モータ４０２の駆動力を低く設定しつつ中波部材２０２を前側モータ４０２の能力
以上に素早く移動させることができる。従って、重量が嵩む中波部材２０２の最大移動状
態への移動を短時間で済ませて、低コストで遊技者に驚きを与えることができる。
【０１１０】
　一方、第２過程においては小波付勢部材４０５の付勢力が加えられずに中波部材２０２
が移動する。すなわち、この第２過程の区間は、小波付勢部材４０５の付勢力が中波部材
２０２に加えられない。このため、最大移動状態から中波部材２０２が元の通常状態に復
帰する際には、小波付勢部材４０５の付勢力が加えられていない最大移動状態において中
波部材２０２が変位を開始し、中波部材２０２の移動中に中波部材２０２を小波部材２０
３に当接させ、第１過程の区間においては中波部材２０２と小波部材２０３とを共に変位
させることができる。従って、中波部材２０２の復帰時における移動開始時に小波付勢部
材４０５の付勢力の影響を無くし、復帰動作に必要な前側モータ４０２の駆動力を抑えつ
つ小波付勢部材４０５の付勢力を高めに設定して中波部材２０２の素早い移動を効率良く
実現することができる。
【０１１１】
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　なお、中波部材２０２の移動量として小波部材２０３の最大移動量より少ない移動量を
設定した場合、その設定位置から中波部材２０２を元の位置に復帰させようとすると移動
開始時の抵抗力と小波付勢部材４０５の付勢力との重畳により中波部材２０２が通常状態
側へ移動しない場合が起こり得る。部品の劣化や汚れの付着により摺動姓が低下する等、
使用時間が増すと、その状況は次第に起こりやすいものとなる。これを回避するために、
表示制御装置１１４による前側モータ４０２の制御として、上記した移動量で停止した後
に小波部材２０３の最大移動量より大きく中央側へ移動した位置まで中波部材２０２を更
に移動し、その後に、通常状態に相当する外側へ移動させる制御を表示制御装置１１４に
設定しておくことが好ましい。この制御を実行することにより、小波付勢部材４０５の付
勢力等により中波部材２０２が通常状態に対応する位置に戻らない状況を低減することが
できる。この場合には、中波部材２０２の最大移動量まで中波部材２０２を更に移動させ
た後に外側へ移動させる制御とすることが、中波部材２０２の移動速度を増加させやすい
ものであり、好ましい。
【０１１２】
　また、中波部材２０２と小波部材２０３とは、それらが左右で各一対となって前側支持
軸４０１に支持されているので、中波部材２０２および小波部材２０３の動作機構を小型
に構成することができる。また、前側モータ４０２の制御のみによって複数の波部材２０
２，２０３の動作を制御することができるので、制御プログラムを簡易にしつつ、複数の
動作部材の制御を実現することができる。
【０１１３】
　また、前側支持軸４０１に対して前側に設けられる第１係合部としての小波部材２０３
の可動側係合部４３１ａにより小波付勢部材４０５の付勢力が小波部材２０３に伝達され
、前側支持軸４０１に対して後側に設けられる第２係合部としての中波部材２０２の軸部
４１６ａにより前側モータ４０２の駆動力が中波部材２０２に伝達される。このため、前
側支持軸４０１の前後に設けられる係合部により小波付勢部材４０５の付勢力と前側モー
タ４０２の駆動力とが付加されるので、前側支持軸４０１に対して力を伝達する係合部お
よび動作機構の構成部材である前側モータ４０２や小波付勢部材４０５等を近づけて配置
することができ、動作機構を一層小型に構成することができる。
【０１１４】
　また、小波部材２０３の挿通部４４３における移動方向先端側面４４３ａと、中波部材
２０２の挿通部４２３における移動方向先端側の壁部の内面４２３ａとが直接当接するこ
とにより係合して中波部材２０２と小波部材２０３との移動方向に沿った駆動力が伝達さ
れ、その伝達部分は、前側支持軸４０１に近い前側支持軸４０１の周りに設けられている
。このため、中波部材２０２の復帰動作時における衝撃力が前側支持軸４０１から離間す
る箇所に加えられて曲げ力が発生することが少なくなり、復帰動作時における破損を防止
すると共に、別箇所に両波部材２０２，２０３の係合部分を設ける必要がなく、両波部材
２０２，２０３の装飾や他の機能を設けるための設計自由度を高めることができる。
【０１１５】
　また、小波部材２０３は、前側支持軸４０１に対して挿通部４４３により支持され、遊
技者によって波を模した装飾部分が視認可能に設けられ、中波部材２０２の高さよりも低
く形成されて前側支持軸４０１に近い範囲内に形成され、更に、中波部材２０２よりも移
動範囲が少なく設定されている。一方、中波部材２０２は、前側支持軸に対して挿通部４
２３により支持され、その挿通部４２３には小波部材２０３の挿通部４４３が入り込み可
能な横長溝部４２４が設けられ、その移動方向の先端側と基端側との両側にて前側支持軸
４０１に支持されている。このため、小波部材２０３より大きな中波部材２０２を安定し
て移動させることができ、且つ、中波部材２０２と小波部材２０３の支持部分を小型に形
成することができる。
【０１１６】
　また、前側モータ４０２の駆動力を伝達する部材として、クランク部材４５１と、リン
ク部材４５２と、前側アーム４５３とを備え、リンク部材４５２は、中波部材２０２およ
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び小波部材２０３の移動方向に沿った左右に延びる向きに配置されている。そして、クラ
ンク部材４５１は、その回動軸方向視において、通常状態では、回動中心となる軸取付穴
４６１に対して中波部材２０２の移動方向先端側にリンク部材４５２と前側アーム４５３
との連結部分（軸穴４７２）が位置し、移動方向基端側にリンク部材４５２とクランク部
材４５１との連結部分（軸穴４７１）が位置している。この通常状態に対して最大移動状
態となった場合においては、クランク部材４５１は、軸取付穴４６１に対して移動方向に
垂直な上側にリンク部材４５２とクランク部材４５１との連結部分が位置するまで略８０
度の回動量分、表示制御装置１１４により回動制御される。
【０１１７】
　このため、クランク部材４５１の回動力に対して、通常状態を含む第１過程においては
第１動作部材の移動方向側への駆動力が大きく作用し、その後においてはその移動方向側
への駆動力が次第に低下する一方で変位量が増大して高速な変位動作が可能となる。第１
過程においては小波付勢部材４０５の付勢力によりクランク部材４５１の回動力より大き
な駆動力に対応した高い速度で中波部材２０２を移動させることができ、その第１過程の
後においても中波部材２０２の高速移動をクランク部材４５１の変位動作方向側への変位
量の増大によって継続させ易くすることができる。また、最大移動状態から復帰動作する
初期段階においては、クランク部材４５１の回動力に対して小波付勢部材４０５の付勢力
による損失がないため、クランク部材４５１の回動力に対する中波部材２０２の移動方向
側への駆動力が低くても中波部材４５１の復帰動作を開始させ易くすることができる。よ
って、回動力を発生させる前側モータ４０２の動力を効率良く駆動力に変換することがで
き、部品コストを抑えつつ通常状態から最大移動状態への高速移動を実現することができ
る。
【０１１８】
　次に、各波部材２０１～２０３の発光に関する構成について、図２０以降を参照して説
明する。３種類の波部材２０１～２０３は、上記したように同様の構成であり、各波部材
２０１～２０３は左右対称の形状であるので、右側の大波部材２０１の構成を主に参照し
て説明する。図２０は、前側から見た大波部材２０１の分解斜視図であり、図２１は、大
波部材２０１の主要部における正面図であり、図２２は、図２１のＡ－Ａ線における大波
部材の断面図である。
【０１１９】
　大波部材２０１は、図９に示すように、前後に並ぶ４つの板状部材を重ね合わせて形成
され、図２０に示すように、前側に大波前カバー３２１と大波透明カバー３２２が設けら
れ、後側に大波拡散部材３２３と大波発光基板３２４とが設けられている。大波前カバー
３２１は、ＡＢＳ等の合成樹脂の表面全体にメッキ又は塗装を施して銀色に着色された部
材であり、波の外形を模した枠状に形成されている。
【０１２０】
　大波透明カバー３２２は、ポリカーボネート等の合成樹脂により無色透明な板状に形成
され、大波前カバー３２１に設けられる貫通穴３２１ａ～３２１ｃから前面側より視認可
能に設けられている。大波透明カバー３２２は、図２１に示すように、その大部分（図２
１に多数の点模様で示す範囲）が前面側から視認可能とされている。この視認可能な範囲
は、上部の大波中央レンズ３２５を中心とした右回りの渦状に形成された大渦部５１１と
、大渦部５１１の左側にて上下に離間して並んで設けられる２つの小渦部５１２とにより
構成される。
【０１２１】
　大波部材２０１の裏面側を構成する大波拡散部材３２３と大波発光基板３２４は、図２
０に示すように、大波拡散部材３２３に前後に貫通する長方形状の貫通穴３２３ｂ（大波
拡散部材３２３の縁部分に形成される長方形状の一端側が開放された穴を含む）と同一位
置に、大波発光基板３２４の表面に搭載される発光手段としての発光ダイオードで構成さ
れた渦ＬＥＤ５２１が配置されている。大波拡散部材３２３は、アクリル等の無色透明な
合成樹脂により板状に形成され、板面内部に入り込んだ光を前面側に向けて照射する機能
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を有している。大波発光基板３２４に設けられる渦ＬＥＤ５２１は、大波発光基板３２４
の板面と平行に、すなわち、前後方向に垂直な方向側に光を照射するＬＥＤで構成され、
例えば、ＲＧＢの３色の発光によりフルカラーの発光が可能なＬＥＤにより構成される。
【０１２２】
　大波拡散部材３２３の貫通穴３２３ｂの内側には、図２２に示すように、渦ＬＥＤ５２
１が位置するように配置され、貫通穴３２３ｂの内面に垂直に（すなわち大波拡散部材３
２３の板厚内）に渦ＬＥＤ５２１の光が入り込む。大波拡散部材３２３における大波発光
基板３２４側の面には、多数の溝５３１により起伏が設けられ、この多数の溝５３１によ
り、渦ＬＥＤ５２１から大波発光基板３２４の板面内に入り込んだ光が反射し、大波部材
２０１の前面側に光が照射される。
【０１２３】
　ここで、大波拡散部材３２３に形成される多数の溝５３１について、図２２に加えて図
２３を参照して説明する。図２３（ａ）は、大波部材２０１の正面視における大波拡散部
材３２３の溝５３１の配置を示した図である。図２３（ｂ）は、大波拡散部材３２３およ
び大波発光基板３２４の断面を模式的に示した図であり、渦ＬＥＤ５２１の中心を通り、
照射方向に沿った断面を示している。
【０１２４】
　大波拡散部材３２３に設けられる多数の溝５３１は、図２３（ａ）に示すように、大波
部材２０１の正面視における全域にわたって多数設けられている。この多数の溝５３１は
、渦ＬＥＤ５２１を中心とする同心円状に並ぶ円弧に沿って形成されるものであり、円弧
の長さは中心角が基本的に略９０度となる長さに設定されている。また、大渦部５１１お
よび小渦部５１２から外側へはみ出した溝５３１は、僅かに外側まで延びるだけで、その
外側より先に溝５３１は設けられず、中心角は９０度より少なく設定されている。これら
多数の円弧のうち中心角が略９０度とされた円弧の中心を通る方向に渦ＬＥＤ５２１の照
射方向の中心が向くように渦ＬＥＤ５２１が配置され、多数の溝５３１は、渦ＬＥＤ５２
１の照射方向に対して左右に片側略４５度ずつ広がりをもつ長さで形成されている。
【０１２５】
　渦ＬＥＤ５２１と、その渦ＬＥＤ５２１に対応する多数の溝５３１とは、図２３（ａ）
に示すように、多数の溝５３１の円弧中心に相当する位置に渦ＬＥＤ５２１が配置され、
その渦ＬＥＤ５２１の発光方向側に対して広がる扇状に多数の溝５３１が形成される。以
下においては、渦ＬＥＤ５２１を中心とする円弧の溝群で、基本的に扇状に形成された各
溝群を扇状溝群５３２と称す。
【０１２６】
　扇状溝群５３２を構成する溝５３１は、渦ＬＥＤ５２１に近い位置に配置される溝５３
１の方が幅が狭く深さが浅く設定され、渦ＬＥＤ５２１から一定以上の距離を隔てた溝５
３１の方が幅が広く深さが深い複数の形状に設定されている。この構成により、扇状溝群
５３２の先端側まで光が透過し易く、先端側において光を前側へ多く照射し易い構造とし
ている。
【０１２７】
　多数の溝５３１のそれぞれは、図２３（ｂ）に示すように、渦ＬＥＤ５２１に近い側の
内面が大波発光基板３２４に対して次第に離間するように略４５度の角度で傾斜した傾斜
面５３３で構成され、渦ＬＥＤ５２１から遠い側の内面は大波発光基板に対して垂直な垂
直面５３４で構成されている。多数の溝５３１の深さは、大波拡散部材３２３の板厚の略
半分程度であり、僅かに略半分より浅く設定されている。渦ＬＥＤ５２１から照射された
光の略半分は、多数の溝５３１の傾斜面５３３に照射され、この傾斜面５３３によって半
分以上の光が前方側に反射される。
【０１２８】
　渦ＬＥＤ５２１から照射された光のうち、一部の光は傾斜面５３３を通過し、傾斜面５
３３の更に照射方向先端側に位置する垂直面５３４に照射される。傾斜面５３３の照射方
向先端側が垂直面５３４で構成されることにより、傾斜面５３３を通過した光は大波拡散
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部材３２３の板面内に再び入り込み易く、更に照射方向先端側に位置する傾斜面５３３に
照射されることとなる。多数の溝５３１によって大波拡散部材３２３の厚みが薄く形成さ
れた部分は、渦ＬＥＤ５２１の光を更に照射方向先端側へと導く部位である。この大波拡
散部材３２３の板厚と溝５３１の深さにより、渦ＬＥＤ５２１からの距離に対する光の強
さの減少度合いを設定することができる。
【０１２９】
　多数の溝５３１における傾斜面５３３と垂直面５３４との間に位置する溝の奥底側には
、図２３（ｂ）に示すように、傾斜面５３３が形成される長さ（上下の長さ）より短い長
さで大波発光基板３２４と平行な奥側平面部５３５が設けられている。また、溝５３１と
溝５３１との間部分における大波発光基板３２４に近い部位も大波発光基板３２４と平行
な縁側平面部５３６が設けられている。これら平面部５３５，５３６を除いた傾斜面５３
３に対応する部位が大波部材２０１の正面側に光を照射することとなり、平面部５３５，
５３６を設けることにより、図２３（ａ）に示す円弧に沿った形状に近い縞模様で大波拡
散部材３２３が発光することとなる。
【０１３０】
　大渦部５１１は、図２１に示すように、大波中央レンズ３２５に対して右下側から下、
左側、上側を経由する右回りに連続し、大波部材２０１の右下側に延びるように形成され
ており、この大渦部５１１の連続する方向に向かって、図２３（ａ）に示すように、渦Ｌ
ＥＤ５２１が光を照射する向きで点在するように離間し、扇状溝群５３２が間に並ぶよう
にして設けられている。
【０１３１】
　大渦部５１１の下側部分においては、上側表示ユニット２００の中央上側に相当する左
上側に向かって光を照射する向きで３つの渦ＬＥＤ５２１が設けられている。この３つの
渦ＬＥＤ５２１が当該渦ＬＥＤ５２１に対応する扇状溝群５３２に対して隣に設けられる
扇状溝群５３２に対応する他の渦ＬＥＤ５２１とは逆側の向きに光を照射するように配置
され、下側を向く渦ＬＥＤ５２１と多数の溝５３１とで形成される扇状溝群５３２の隙間
部分が埋められ、幅広く形成された部分の一部に暗い部位が存在せず、大渦部５１１の全
体が発光可能となる。
【０１３２】
　大渦部５１１の下側部分は、上側表示ユニット２００の下側カバー２２４によって前面
側から視認不能となる部位であり、図２３（ａ）に示すように、溝５３１が設けられない
部分が存在する。また、２つの小渦部５１２に対しては、各小渦部５１２に対して１つず
つ渦ＬＥＤ５２１が設けられ、各渦ＬＥＤ５２１に対応して１つずつ扇状溝群５３２が設
けられている。
【０１３３】
　大波透明カバー３２２は、図２２に示すように、多数の溝５３１が設けられる部位の前
面側にて大渦部５１１の発光を構成する起伏が設けられている。具体的には、大渦部５１
１のうち幅広の右側部分を形成する大波透明カバー３２２の断面形状について、前面側に
相当する外面側は、幅方向における中央側が最も先端側に突出する前面頂部３２２ｂを形
成し、その左右両側が次第に低くなる傾斜面で左右両側にて後側に凹んだ凹状断面となる
ように形成されている。
【０１３４】
　この前面頂部３２２ｂが連続する方向は、図２３（ａ）に示すように、大渦部５１１の
連続する方向に沿って設けられ、大部分の範囲において、多数の溝５３１に対して６０度
以上の大きな角度で交差する方向に延びるようにして形成されている。前面頂部３２２ｂ
は大渦部５１１の幅の狭い部分において１条で、大渦部５１１の幅広の部分において２条
となるように少ない数で設けられ、また、小渦部５１２においても１条となるように設け
られ、その前面頂部３２２ｂの方がその周り比べて光が集まり易く、波の連続する状態を
発光により遊技者にわかり易く示すことができる。
【０１３５】
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　多数の溝５３１は、図２３（ａ）に示すように、前面頂部３２２ｂに対して次第に交差
角度を変えながら交差するため、多数の溝５３１によって前面側へ照射された光が前面頂
部３２２ｂに対して部位毎に異なった状態で入力されることとなり、光の強弱の連続した
変化により柔らかな雰囲気の光の演出を実現することができる。
【０１３６】
　大波拡散部材３２３が設けられる内面側においては、突出量に対して曲率が大きく、詳
細には、突出量の略５倍以上の曲率半径となるように設定された複数の緩やかな円弧状の
断面形状にて大波拡散部材３２３側に突出する突条部が複数並べられた内面突条部３２２
ｃが設けられている。
【０１３７】
　ここで、内面突条部３２２ｃと多数の溝５３１との関係について、図２４を用いて説明
する。図２４は、内面突条部３２２ｃおよび多数の溝５３１の配置位置を示した図であり
、隣り合う内面突条部３２２ｃの裾部分に相当する溝の底を実線で示している。この線と
線との間部分が大波拡散部材３２３側へ突出した内面突条部３２２ｃを形成する。
【０１３８】
　内面突条部３２２ｃは、図２４に実線で示すように、多数の溝５３１に対して、基本的
に僅かな角度、具体的には、３０度以下で交差する方向に延びる形状に形成されている。
この内面突条部３２２ｃと多数の溝５３１とは、前面頂部３２２ｂと同様、次第に交差角
度を変えながら交差するものとされている。このように、交差角度を小さな角度で設定す
ることにより、１の内面突条部３２２ｃの延びる方向に１つの溝５３１が長く位置するよ
うになり、内面突条部３２２ｃが断面円弧状に突出することによるレンズとしての効果が
１つの溝５３１による光に対して長い範囲で作用することで、１つの溝５３１によって照
射された線状の光が内面突条部３２２ｃの長手方向に沿ってゆらぐように僅かに曲がりな
がら連続する光を大波部材２０１の前面側に出力して遊技者に視認させることができる。
【０１３９】
　内面突条部３２２ｃの延びる方向は、図２４に示すように、直線的でなく曲線状に形成
され、その曲線の内側は多数の溝５３１の円弧の中心側と基本的に同一方向側となるよう
に設定されている。このため、１つの内面突条部３２２ｃに対して１つの溝５３１が長い
範囲にわたって位置するようになり、波のように、ゆらゆらとした光の反射状態に近い柔
らかな雰囲気の光の演出を実現することができる。
【０１４０】
　なお、内面突条部３２２ｃが多数の溝５３１に対して交差する角度の設定は、３度以上
に設定するのが良く、５度以上にすることが好ましく、７度以上にすることが好適である
。また、その交差角度は、５０度以下に設定するのが良く、４０度以下と設定することが
好ましく、３０度以下とすることが好適である。また、その設定した角度で内面突条部３
２２ｃが多数の溝５３１に対して交差する数が多い方が好ましく、全体の７０％以上とす
るのが良く、８０％以上とすることが好ましく、９０％以上とすることが好適である。ま
た、内面突条部３２２ｃ曲線の内側が、交差する多数の溝５３１の円弧の中心側と同一方
向側となる比率もより多くなるように内面突条部３２２ｃおよび多数の溝５３１を設定す
ることが好ましく、全体の７０％以上とするのが良く、８０％以上とすることが好ましく
、９０％以上とすることが好適である。
【０１４１】
　次に、大波部材２０１の前側以外の発光の構成について説明する。
【０１４２】
　大波透明カバー３２２は、図２２に示すように、大波拡散部材３２３の前側に重なるよ
うに位置する前面側部分が大波拡散部材３２３および大波発光基板３２４の左右両側と略
同一の幅にて形成され、その部位より大波拡散部材３２３および大波発光基板３２４の左
右両側を囲う壁状に後方に突出する後側突出壁部３２２ｄと、後側突出壁部３２２ｄの先
端側であって大波発光基板３２４より後側にて大波発光基板３２４の板面と略平行に大波
部材２０１の外方に突出する後側縁部３２２ｅとを備えている。
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【０１４３】
　後側突出壁部３２２ｄの外側には、大波前カバー３２１の内面が位置し、大波前カバー
３２１が銀色に着色されるため、後側突出壁部３２２ｄから大波前カバー３２１側に照射
された光は、再び、後側突出壁部３２２ｄ側へと戻されやすいものとされている。左右の
後側突出壁部３２２ｄの間には大波発光基板３２４が設けられ、大波発光基板３２４の前
面側に搭載される渦ＬＥＤ５２１は、大波発光基板３２４の板面に沿った方向に光を照射
するものであるため、多数の溝５３１によって前面側へ照射されることのなかった光は、
後側突出壁部３２２ｄに到達しやすくされている。
【０１４４】
　後側突出壁部３２２ｄは、後側へいくほど、左右に広がりをもつ形状に形成され、大波
発光基板３２４の前面側からの光が後側へ導光し易いものとしている。後側突出壁部３２
２ｄの厚み内に入射された光の一部は、後側突出壁部３２２ｄの先端側に相当する大波部
材２０１の後側に導かれる。後側突出壁部３２２ｄから大波前カバー３２１側へ漏れ出た
光も、大波前カバー３２１で反射されることにより、一部が後側突出壁部３２２ｄの先端
側に導光される。
【０１４５】
　後側突出壁部３２２ｄと後側縁部３２２ｅとが交差する部分の外側面は、図２２に示す
ように、円弧状に角が丸められて形成され、後側突出壁部３２２ｄの後側端部に達した光
が後側縁部３２２ｅの先端側へ導光されやすくされている。後側縁部３２２ｅは、大波前
カバー３２１の後端部に対して更に外方に相当する左右両側及び上側へ突出して設けられ
、その突出した部分を後側縁部３２２ｅの突出端部の前面とした場合の裏面側が斜め後側
を向いた傾斜面状に形成され、この部位まで達した光が前面側に光を反射しやすく構成さ
れている。
【０１４６】
　すなわち、大波発光基板３２４から大波拡散部材３２３に照射されて後側突出壁部３２
２ｄまで到達した光は、後側突出壁部３２２ｄおよび後側縁部３２２ｅを経由して大波前
カバー３２１の外側にて前方に照射される。このため、銀色に着色された大波前カバー３
２１の内側に相当する渦部５１１，５１２と、外側に相当する後側縁部３２２ｅの先端部
に発光部分が設けられることとなり、大波部材２０１の見栄えを向上している。
【０１４７】
　大波透明カバー３２２の後側縁部３２２ｅには、図２２および図２４に示すように、後
側縁部３２２ｅの外周面に相当する斜め後方を向いた傾斜面から後側縁部３２２ｅの後面
側までに至るように多数の細溝３２２ｆが設けられている。多数の細溝３２２ｆは、略１
．５ｍｍの間隔で、溝幅略０．５ｍｍ、溝深さ略０．３ｍｍに設定され、深くなるほど幅
狭となり、溝の底が尖った形状とされている。この細溝３２２ｆによって光が前面側に反
射されやすくなることで、一層、大波部材２０１の縁部分を明るくし、また光が照射され
ていない状態においても大波部材２０１の外周の装飾となって、見栄えを向上している。
多数の細溝３２２ｆは、図２４に示すように、背面視左下部分を除く略全周に渡って設け
られている。
【０１４８】
　中波部材２０２および小波部材２０３は、大波部材２０１と同様に、渦ＬＥＤ５２１と
中波拡散部材４１３および小波拡散部材４３３における多数の溝５３１との組合せにより
光を前面側に照射する。ここで、図２５を参照して、各波部材２０１～２０３に搭載され
るＬＥＤ５２１～５２４の配置について説明する。図２５は、各発光基板３２４，４１４
，４３４におけるＬＥＤ５２１～５２４の配置を示した図であり、矢印でＬＥＤの照射方
向を示している。
【０１４９】
　各波部材２０１～２０３の各発光基板３２４，４１４，４３４には、上記したように、
各波中央レンズ３２５，４１５，４３５が設けられる位置に正面側に向けて白色の光を発
光する白色ＬＥＤ５２２が設けられている。この白色ＬＥＤ５２２の前側に設けられる各
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波中央レンズ３２５，４１５，４３５を中心として、各発光基板３２４，４１４，４３４
には、左右方向における中央側から上側を経由して、外側に回り込む渦形状に沿って渦Ｌ
ＥＤ５２１が設けられている。各波部材２０１～２０３における各前カバー３２１，４１
１，４３１の貫通穴により各波透明カバー３２２，４１２，４２２が露出される範囲は、
各波部材２０１～２０３に細線で示した範囲内であり、その範囲の縁部分から範囲内に向
けて光が照射される方向に、渦ＬＥＤ５２１が配置されている。これら渦ＬＥＤ５２１の
照射方向先端側には、上述した多数の溝５３１で構成される扇状溝群５３２が配置され、
渦ＬＥＤ５２１によって照射された光が前面側へ照射される。
【０１５０】
　中波部材２０２の渦ＬＥＤ５２１は、図２５に示すように、大波部材２０１および小波
部材２０３における渦ＬＥＤ５２１の照射方向とは反対回りとなるように、設定されてい
る。すなわち、大波部材２０１および小波部材２０３においては、渦の先端側から根元側
に向かって各渦ＬＥＤ５２１の照射方向が設定され、その方向に対して反対方向となるよ
うに、中波部材２０２は渦の根元側から次第に先端側を向くように、渦ＬＥＤ５２１の照
射方向が設定されている。
【０１５１】
　左右の中波部材２０２の上部であって移動方向後端側に相当する左右両側の端部には、
図２５に示すように、左右の両外側および外上側に向けた方向（点線の矢印方向）へ光を
照射する向きに周辺照射ＬＥＤ５２３が設けられている。また、小波部材２０３の上部に
も後方側へ光を照射する後方照射ＬＥＤ５２４が設けられている。周辺照射ＬＥＤ５２３
および後方照射ＬＥＤ５２４は、いずれも白色で発光するＬＥＤによって構成され、各発
光基板４１４，４３４において渦ＬＥＤ５２１が配置される前面側とは反対側となる裏面
側に周辺照射ＬＥＤ５２３および後方照射ＬＥＤ５２４が設けられている。
【０１５２】
　ここで、図２６を参照して、各波部材２０１～２０３の平面視における位置関係につい
て説明する。図２６は、前側動作機構部２２３および後側動作機構部２２４と共に各波部
材２０１～２０３の配置位置を示した平面図である。この図２６においては、各波部材２
０１～２０３が通常状態に位置した状態を示している。
【０１５３】
　大波部材２０１は、図２６に示すように、取付ベース２２１のベース窓部２４４が設け
られる開口部分の前側に中央側端部が僅かに重なる位置に配置されている。この大波部材
２０１の前側に中波部材２０２と小波部材２０３とが設けられ、中波部材２０２と小波部
材２０３との間隔は、大波部材２０１と中波部材との間隔より少なく設定されている。各
波部材２０１～２０３の周縁には、後側縁部３２２ｅ，４１２ｅ，４３２ｅが設けられ、
各波部材２０１～２０３の縁部が発光する。これら後側縁部３２２ｅ，４１２ｅ，４３２
ｅが前後方向に略等間隔に配置され、後側縁部３２２ｅ，４１２ｅ，４３２ｅの周辺にも
均一に光が照射される。なお、中波部材２２０の周縁の一部であって、周辺照射ＬＥＤ５
２３の外縁側に相当する部分においては、後側縁部４１２ｅが設けられない部位が設定さ
れ、周辺照射ＬＥＤ５２３の発光が後側縁部４１２ｅに遮られない形状とされている。
【０１５４】
　次に、上記のように構成された各波部材２０１～２０３による取付ベース２２１の内側
部分の発光について、図２７および図２８を参照して説明する。図２７は、最大移動状態
における中波部材２０２の周辺照射ＬＥＤ５２３による照射状態を示した図であり、図２
８は、最大移動状態における小波部材２０３の後方照射ＬＥＤ５２４による照射状態を示
した図である。なお、図２８においては、中波部材２０２を省略して示している。
【０１５５】
　取付ベース２２１に対しては、図２７および図２８に示すように、上側部分には、横長
で前側に延出する青色で透過性を有する合成樹脂製の上側装飾部材２２８が設けられ、右
側端部には、取付ベース２２１の右側端部より前方に突出し、各波部材２０１～２０３の
右上側から右下側までの範囲を囲う壁状の横側装飾部材２２７が設けられている。横側装



(29) JP 6137392 B2 2017.5.31

10

20

30

40

50

飾部材２２７は、上記した奥側装飾部材３０３と同様、板状部材を２枚重ねて形成され、
内面側の一部分に有色透明な合成樹脂製の部材が位置し、外面側の全域に銀色に着色され
た部材が位置している。各波部材２０１～２０３の後側で、取付ベース２２１のベース窓
部２４４より外側部分には、前後に厚みを有する板状の奥側装飾部材３０３が設けられて
いる。奥側装飾部材３０３および横側装飾部材２２７は、取付ベース２２１の左側にも取
り付けられている。
【０１５６】
　各波部材２０１～２０３の左右両側、奥側、および上側が、奥側装飾部材３０３と上側
装飾部材２２８と横側装飾部材２２７とに囲われ、下側は、下側カバー２２４と前後の動
作機構部２２２，２２３の一部とが位置することで上側表示ユニット２００の外面を形成
し、これら部材によって内側に３種類の波部材２０１～２０３が移動可能な収容空間を形
成している。また、各装飾部材２２７，２２８，３０３において収容空間の内面側に相当
する表面が波打つようにうねらせて構成されることにより、各波部材２２７，２２８，３
０３の波による装飾を引き立てている。
【０１５７】
　これら装飾部材２２７，２２８，３０３は、取付ベース２２１の外形に沿って設けられ
、各装飾部材２２７，２２８，３０３には、ＬＥＤ等の発光手段は内蔵されていない。こ
のため、各装飾部材２２７，２２８，３０３は、取付ベース２２１の外形に対して内面側
が板厚相当分程度しか設定しなくて良いため、内部空間を広く設定することができ、大波
部材２０１を上下に大きく設定し、また、各波部材２０１～２０３を通常状態において左
右両側に大きく離間させて配置することができる。
【０１５８】
　これら装飾部材２２７，２２８，３０３は、内蔵する発光手段によっては発光しないも
のの、各波部材２０１～２０３に搭載されるＬＥＤによって、以下の３種類の光によって
発光する構成とされている。
【０１５９】
　第１に、中波部材２０２に設けられる周辺照射ＬＥＤ５２３は、中波部材２０２の最大
移動状態において、図２７に示すように、上側装飾部材２２８における左右方向の外側端
部と、横側装飾部材２２７の上部から中央部分にかけて光が照射されるように設定されて
いる。この場合に、中波部材２０２が通常状態とされた位置では、中波部材２０２と横側
装飾部材２２７との位置が近いため、光が十分に拡げられて照射されないものの、図２７
に示すように、最大移動状態とされた位置では、中波部材２０２と横側装飾部材２２７と
が離間して配置される。このため、最大移動状態とされた中波部材２０２の周辺照射ＬＥ
Ｄ５２３からは、横側装飾部材２２７の広範囲に光を照射し、光の反射によって横側装飾
部材２２７等を光らせることができる。また、通常状態と最大移動状態との切り替わり途
中において周辺照射ＬＥＤ５２３を発光させる場合には横側装飾部材２２７等に対しての
光の照射範囲が次第に大きく又は小さくなるように変化するので、一定の発光をする周辺
照射ＬＥＤ５２３でも、その移動に応じて横側装飾部材２２７等の発光の強さと範囲とが
共に変化するため、バリエーションに富んだ装飾を遊技者に視認させることができる。
【０１６０】
　第２に、小波部材２０３に設けられる後方照射ＬＥＤ５２４は、小波部材２０３の最大
移動状態において、図２８に示すように、奥側装飾部材３０３の前面に向けて光を照射す
る。奥側装飾部材３０３に対して小波部材２０３は、他の波部材２０１，２０２に比して
前後に最も離間して配置される部材であるので、ＬＥＤの光を拡散させる必要が少なく、
広い範囲を照射させることができる。また、小波部材２０３の後側には、通常状態におい
ては、中波部材２０２および大波部材２０１が位置するものの、図２５に示すように、最
大移動状態では、小波部材２０３に対して移動方向先端側に相当する中央側に中波部材２
０２および大波部材２０１が配置され、後方照射ＬＥＤ５２４の後側には他の波部材２０
１，２０２が位置していない（図１８（ｂ）参照）。この最大移動状態においては、小波
部材２０３は、通常状態より左右方向における中央側に移動し、その移動後の後方照射Ｌ
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ＥＤ５２４によって後側に光を照射可能とされている。よって、後方照射ＬＥＤ５２４が
中央側近くに配置されることとなり、後方側に向けて照射される光を遊技者の視線に近い
位置側から照射される光とすることができ、照射方向と遊技者の視線とのずれによって影
が生じてしまう問題を低減することができる。また、通常状態と最大移動状態との切り替
わりにより奥側装飾部材３０３等に対しての光の照射位置が移動することとなるので、一
定の発光をする周辺照射ＬＥＤ５２３でも、その移動に応じて横側装飾部材２２７等の発
光の状況を変化させ、バリエーションに富んだ装飾を遊技者に視認させることができる。
【０１６１】
　第３に、各波部材２０１～２０３に搭載される渦ＬＥＤ５２１の発光が、後側突出壁部
３２２ｄと後側縁部３２２ｅとを通じて各波部材２０１～２０３の周縁を発光させる。こ
の発光によっても、各装飾部材２２７，２２８，３０３が発光する。
【０１６２】
　これら第１から第３の光によって、各装飾部材２２７，２２８，３０３にＬＥＤ等の発
光手段が内蔵されてなくても、十分に内面側を発光させることができ、発光基板の削減、
内部空間を拡げることによる装飾部材の大型化、発光手段を装飾部材から離間させること
による少なく発光手段で広範囲にわたる一様の発光を実現することができる。
【０１６３】
　３種類の波部材２０１～２０３における各ＬＥＤ５２１～５２４の発光制御は、通常状
態および最大移動状態において、点灯および点滅し、並びに発光色を変化させることで多
様な光の演出を実行するものである。この発光制御は、上記したモータ３０２，４０２と
同じく、表示制御装置１１４によって実行するものであり、一般的な制御であるため、制
御についての詳細な説明は省略するが、表示制御装置１１４でのＬＥＤ５２１～５２４の
制御に代えて、主制御装置４１等の他の制御装置で制御するなど、一般的な他の制御によ
りＬＥＤ５２１～５２４の制御をしても良い。。
【０１６４】
　以上のように構成したスロットマシン１０は、以下の効果を奏する。
【０１６５】
　大波発光基板３２４と大波拡散部材３２３とによって大波拡散部材３２３の前面側に光
を照射するものであり、大波拡散部材３２３には、渦ＬＥＤ５２１が入り込み可能な貫通
穴が設けられている。このため、大波発光基板３２４と大波拡散部材３２３とを近づけて
配置して前面側への発光構造を薄い厚さ（薄厚）で構成することができる。また、大波拡
散部材３２３の前面側へ照射される光は、渦ＬＥＤ５２１から大波発光基板３２４の板面
と平行な側方側に向けて照射された光が扇状溝群５３２を構成する溝５３１の傾斜面５３
３により前面側へ反射されるもので構成される。このため、前面側への発光が間接的なも
のとなり、ＬＥＤ周辺のみが強く発光することもなく、広範囲に拡散された発光による装
飾を薄厚の発光構造により実現することができる。また、渦ＬＥＤ５２１の光を拡散させ
て前面側へ照射する複数の扇状溝群５３２が隣り合わせて設けられているので、薄厚の発
光構造によって広範囲にわたる面状の装飾を施すことができる。
【０１６６】
　中波部材２０２と小波部材２０３との両方に対しても渦ＬＥＤ５２１と扇状溝群５３２
とによる装飾が設けられ、これら中波部材２０２と小波部材２０３とは通常状態にて前後
に重なるように配置されている。中波部材２０２と小波部材２０３とは左右方向に移動可
能に設けられる部材であり、これら部材を前後に薄く重なるように配置でき、また各部材
を薄く形成することにより軽量化しやすく、上記したように中波部材２０２と小波部材２
０３と小波付勢部材４０５等によって最大移動状態へ素早く変位動作可能な動作部材の一
層の高速移動を実現することができる。
【０１６７】
　大波部材２０１には、渦ＬＥＤ５２１と扇状溝群５３２における所定数以上（本実施形
態における１０以上）の溝５３１とが交互に連なって渦状に長く延びるようにして設けら
れるので、一定以上の幅で長く延びる形状の大渦部５１１に対して薄厚の発光構造によっ
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て光を拡散した発光を施すことができる。この場合に、一定以上の幅で形成される大渦部
５１１において、図２３に示すように、大波中央レンズ３２５の右方およびその下側の渦
ＬＥＤ５２１のように、大渦部５１１の幅方向における一方側（渦の中央側）に複数の渦
ＬＥＤ５２１を配置し、大渦部５１１の長手方向に対して一定角度（略４５度）の角度で
交差するように複数の渦ＬＥＤ５２１を配置することにより、大渦部５１１の中央側を明
るくしつつ、外側に行くに従い、次第に輝度が低下する見栄えの良い面発光を実現するこ
とができる。
【０１６８】
　左右片側３つずつ、合計６つの波部材２０１～２０３は、通常状態および最大移動状態
において３つの渦が上下方向、または、斜め方向に並んで視認可能な状態とされ、これら
の渦が渦ＬＥＤ５２１の発光制御により発光した状態とされる。特に左右両側に３つずつ
設けられた波部材２０１～２０３が通常状態においては、両端側に設けられるものの、全
ての波部材２０１～２０３が視認可能で移動方向を向くようにして設けられている。そし
て、移動条件が成立した場合には、最大移動状態となる中央側へ移動し、中央位置で点灯
状態とされる。常に視認可能な位置にある波部材２０１～２０３が、素早く中央側へ移動
することで遊技者に驚きを与えて有利な遊技への期待感を一気に増大することができる。
また、大波部材２０１および小波部材２０３の渦ＬＥＤ５２１の向きに対して、中波部材
２０２の渦ＬＥＤ５２１の向きを逆方向に設定し、中波部材２０２の渦ＬＥＤ５２１だけ
を渦の先端側へ光が照射される方向に向けて配置しているので、波部材２０１～２０３の
静止状態および移動中における発光による装飾の見栄えを多彩にして一層装飾効果を高め
ることができる。
【０１６９】
　大波拡散部材３２３から前面側へ照射される光は、大波透明カバー３２２の内面側に設
けられる内面突条部３２２ｃの起伏によって見栄えを異なるものとして大波透明カバー３
２２を介して遊技者に視認可能とされる。この内面突条部３２２ｃは、扇状溝群５３２を
構成する多数の溝５３１に対して小さな角度で交差するように配置され、内面突条部３２
２ｃを構成する突条部の長手方向に沿って長い範囲にわたって多数の溝５３１の光が照射
されることとなる。このため、大波透明カバー３２２を通過した光が輪郭がぼやけてゆら
ぐような光となって出力され、柔らかな雰囲気の光の演出を実現することができる。
【０１７０】
　渦ＬＥＤ５２１は、大波拡散部材３２３の貫通穴から外縁に向けて光を照射する向きに
配置され、その外縁へ到達した光は、大波透明カバー３２２の後側突出壁部３２２ｄによ
って大波発光基板３２４の裏面側へ導光され、その導光された光の一部が後側縁部３２２
ｅの端部にて前側に照射される。渦ＬＥＤ５２１の照射方向先端側へは大波拡散部材３２
３の溝部の深さに対して板状部分の厚みを略同一の長さに設定することで渦ＬＥＤ５２１
の光を大波拡散部材３２３の外縁側へ到達させやすく、また、大波透明カバー３２２、大
波拡散部材３２３及び大波発光基板３２４の隙間を通じて大波拡散部材３２３の外縁側へ
光が照射されやすいものであり、これらの光を利用して、大波発光基板３２４の裏面側に
位置する後側縁部３２２ｅの端部を発光させることで、大波発光基板３２４の外縁を縁取
った発光による装飾を専用の基板やＬＥＤ等を設けず低コストで実現することができる。
【０１７１】
　また、大波前カバー３２１の内面が銀色に着色されることにより後側突出壁部３２２ｄ
および後側縁部３２２ｅの側に光が反射されることとなり、後側縁部３２２ｅの先端側へ
導かれる光量を多くすることができ、大波部材２０１外縁の装飾および大波部材２０１の
周辺に設けられる装飾部材２２７，２２８，３０３を明るく光らせることができる。また
、大波拡散部材３２３を大波発光基板３２４の前面側に対して後側縁部３２２ｅにわたる
段差を設けた形状とし、大波前カバー３２１が大波拡散部材３２３および大波発光基板３
２４の外面側を覆う形状としているので、斜め前側から大波部材２０１を遊技者が視認し
た場合の見栄えを良いものとすることができ、また、後側縁部３２２ｅが渦部５１１，５
１２よりは発光を抑えて渦部５１１，５１２の発光を主の装飾とすることができる。また
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、大波部材２０１と同じ構造により中波部材２０２および小波部材２０３が構成されてい
るので、中波部材２０２および小波部材２０３の後側縁部４１２ｅ，４３２ｅにより装飾
部材２２７，２２８，３０３を一層明るく光らせることができる。
【０１７２】
　遊技者に近い位置に配置される中波部材２０２と小波部材２０３は、リンク部材４５２
を間に介したリンク機構によって構成されている。このため、移動開始時や移動方向の反
転時におけるバックラッシによるがた付きを抑えて、円滑な移動を遊技者に視認させるこ
とができる。一方、奥側に設けられる大波部材２０１はギアの連結によって移動する構成
として、がた付きが生じても遊技者からは、視認しにくい位置に設けられるため、気にさ
れることを抑えつつ、前後方向のスペースを少なくして、上側表示ユニット２００の前後
寸法を小型にすることができる。
【０１７３】
　なお、本発明は、上記実施形態に限られることはなく、例えば、以下に記載するように
変形して実施しても良い。この場合に、以下に記載する各構成を上記実施形態に対して適
用しても良く、以下に記載する複数の構成を組み合わせて上記実施形態に対して適用して
も良い。
【０１７４】
　上記実施形態においては、モータ３０２，４０２により波部材２０１～２０３を動作さ
せる構成としたが、必ずしも上記したモータ３０２，４０２により波部材２０１～２０３
を動作させる構成とする必要はなく、ＤＣモータやソレノイド等の他の動力発生機によっ
て波部材２０１～２０３を動作させる構成としても良い。また、小波部材２０３に付勢力
を付与する付勢部材は、必ずしも上記した小波付勢部材４０５により構成する必要はなく
、ねじりバネ等の他の形式による弾性体により構成しても良いし、重力を利用した錘を付
勢方向側に延びるように配置した糸等の先端側に接続して錘に付加される重力により小波
部材２０３に付勢力を付与する構成としても良い。
【０１７５】
　上記実施形態においては、波を模した装飾を施した波部材２０１～２０３を動作部材と
して可動する構成としたが、動作部材の装飾は、波を模したものに限らず、他の動物等の
キャラクタを模したものとしても良い。また、内面突条部３２２ｃと多数の溝５３１とに
よりゆらぐような光の演出効果は、形状がゆらぐように変化するキャラクタの衣服や旗等
の薄板シート状のものや、草原の草や海中の海草など、風によって表面形状が変化するも
のを動作部材の装飾対象とすることが効果を十分に発揮することができて好ましい。
【０１７６】
　上記実施形態においては、３種類の波部材２０１～２０３の全てが通常状態および最大
移動状態で遊技者から視認可能とされていたが、通常状態においては３種類の波部材２０
１～２０３がスロットマシン１０の正面側から視認不能とし、移動することで視認可能と
なるようにしても良い。例えば、上側表示ユニット２００の下側カバー２２４の左右両側
部分を上方に延出するようにして３種類の波部材２０１～２０３の通常状態における位置
の前側に壁部を設けて、通常状態においては各波部材２０１～２０３が視認不能となるよ
うにしても良い。
【０１７７】
　また、上記実施形態においては、左右方向に移動するように波部材２０１～２０３を設
けたが、移動方向は、左右方向に限らず、上下、斜め、前後方向のいずれかとしても良い
し、円弧状、または、曲線的に支持軸を形成し、直線的な移動でなく、曲線的な移動とな
るようにしても良い。また、必ずしも移動する構成とする必要はなく、各波部材２０１～
２０３を一部を支点として、例えば、通常状態における下側部分を支点として回動するよ
うに回動軸を設けて各波部材２０１～２０３を変位可能としても良い。
【０１７８】
　小波部材２０３と小波付勢部材４０５とを必ずしも遊技者に視認可能とする必要はなく
、小波部材２０３をより小型に形成し、中波部材２０２を素早く且つ効率良く動作させる
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ための部材としても良い。
【０１７９】
　上記実施形態においては、小波部材２０３は、中波部材２０２と同一の前側支持軸４０
１に支持され、中波部材２０２の移動途中まで中波部材２０２と一緒に移動する構成とさ
れていたが、中波部材２０２と小波部材２０３とが異なる動作をするように構成しても良
い。例えば、小波部材２０３を中波部材２０２とは別に設けた軸に支持し、その軸を中波
部材２０２を支持する軸と平行でなく、スロットマシン１０の正面視で斜め方向に延びる
ように形成したり、途中部分に蛇腹状に屈折する部位を設けて小波部材２０３が上下に揺
れながら移動するようにしても良い。　また、移動軌跡を中波部材２０２と小波部材２０
３とで異なるものとするだけでなく、移動軌跡を異ならせるのに代えて、または、移動軌
跡を異ならせるのに加えて、中波部材２０２と小波部材２０３との係合部分を上記実施形
態と異ならせて、中波部材２０２と小波部材２０３とが異なる動作をするようにしても良
い。
【０１８０】
　例えば、中波部材２０２と小波部材２０３との係合部分である小波部材２０３の移動方
向先端側面４４３ａと中波部材２０２の挿通部４２３における移動方向先端側の壁部の内
面４２３ａとの間を更に離間させて設定し、その間に弾性体を配置する等して中波部材２
０２と小波部材２０３とが異なる動作をするように構成しても良い。この場合には、コイ
ルバネ等により構成した弾性体を、長さが例えば略２ｃｍで完全に延びきった状態となる
弾性体とし、この弾性体の弾性係数を小波付勢部材４０５の弾性係数より高く、すなわち
変形量に対して小波付勢部材４０５よりも反力が大きくなるように設定し、通常状態にお
いてその弾性体および小波付勢部材４０５が共に縮んだ状態となり、更に弾性体の反力の
方が小波付勢部材４０５より高くなるように各波部材２０２，２０３の挿通部４２３，４
４３の長さを設定することにより、中波部材２０２の移動開始時には弾性体が延びるだけ
で小波部材２０３は移動せず、中波部材２０２の移動開始後に小波部材２０３が移動を開
始するようにすることができる。または、中波部材２０２だけでなく、小波部材２０３に
対しても前側アーム４５３によって、又は前側アーム４５３と連結する他の部材を設ける
ことで、別々の態様で移動する構成としても良い。
【０１８１】
　上記実施形態においては、大波拡散部材３２３における渦ＬＥＤ５２１が入り込む貫通
穴は、渦ＬＥＤ５２１の照射方向に垂直な平面で形成したが、必ずしも平面の形状とする
必要はなく、光が入力可能な他の形状、例えば、渦ＬＥＤ５２１側が内側となる円筒状ま
たは曲線状の形状で形成しても良い。また、必ずしも渦ＬＥＤ５２１および周辺照射ＬＥ
Ｄ５２３の照射方向は、大波発光基板３２４と完全に平行とする必要はなく、大波発光基
板３２４の板面に対して傾斜する方向側であって、大波発光基板３２４と平行な方向側に
も光が照射される向きに配置しても良い。
【０１８２】
　上記実施形態においては、大波拡散部材３２３の溝５３１を構成する傾斜面５３３は、
図２３（ｂ）に示すように、渦ＬＥＤを通る断面が直線的で光の照射方向に対して４５度
に傾斜する設定としたが、必ずしも上記した形状とする必要はなく、傾斜面５３３を反射
した光が大波拡散部材３２３の前面側に照射される角度であれば他の角度に設定しても良
い。また、傾斜面５３３は、必ずしも断面が直線となる形状とする必要はなく、傾斜面５
３３の断面が曲線となる形状としても良い。図２３（ｂ）に示す渦ＬＥＤ５２１を通過す
る断面形状に対して、傾斜面の中央部分が大きく窪んだ円弧状または曲線状の断面形状と
しても良く、これにより、傾斜面を設けた幅以上の幅に光を拡散して、広範囲に均一な発
光を施すことができる。また、逆に、傾斜面の中央部分が大波発光基板３２４側に盛り上
がった凸状に形成しても良く、この場合には、前方側に透過される光を集光しつつ前面側
へ照射することで、多数の溝５３１に沿った円弧が細幅で強く発光する装飾を施すことが
できる。また、大波拡散部材３２３の溝５３１が形成される面には、溝５３１でなく、渦
ＬＥＤ５２１を中心とする円弧状に延びて断面が大波発光基板３２４側に突出した突条部
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の両側面に傾斜面と垂直面とを形成して光を前面側へ照射する構成としても良い。また、
扇状溝群５３２は必ずしも隣接して設けられる必要はなく、隣りの扇状溝群５３２に対し
て隙間を設けて形成しても良く、この場合に、隙間の幅は、１つの溝５３１と略同一以下
の幅とすることが、見栄えを良くする上で好ましい。
【０１８３】
　上記実施形態においては、大波透明カバー３２２と一体的に後側突出壁部３２２ｄと後
側縁部３２２ｅを設けたが、それらを必ずしも大波透明カバー３２２と一体的に設ける必
要はなく、大波透明カバー３２２とは別の部材としても良いし、大波拡散部材３２３と一
体的に設けても良い。
【０１８４】
　上記実施形態においては、スロットマシン１０に３種類の波部材２０１～２０３を有す
る上側表示ユニット２００を設けたが、３種類の波部材２０１～２０３を有する表示ユニ
ットをパチンコ遊技機に設けても良く、例えば、図柄を表示する液晶表示装置等の表示装
置の前側に上記表示ユニット１１１を取り付けて、大当たり期待度を示唆する演出として
３種類の波部材２０１～２０３を動作させても良い。また、パチンコ遊技機として、複数
種類の大当たりが設定され、一部の大当たりに当選すると次回の大当たりまで大当たり確
率が高確率とされる確率変動機能を有するパチンコ機に上側表示ユニット２００を設けて
、大当たりの種類に対応した期待度を示唆する演出として３種類の波部材２０１～２０３
を動作させても良い。
【０１８５】
　本発明を上記実施形態とは異なり、パチンコ機等に実施しても良い。例えば、一度大当
たりすると、それを含めて複数回（例えば２回、３回）大当たり状態が発生するまで、大
当たり期待値が高められるようなパチンコ機として実施しても良い。また、大当たり図柄
が表示された後に、所定の領域に球が入賞することを必要条件として特別遊技状態となる
パチンコ機として実施しても良い。また、大当たり等の抽選機能のないいわゆる普通機と
して採用されても良い。球が所定の入賞口に入ることで特別遊技状態となるパチンコ機と
して実施しても良い。また、球が循環する封入式のパチンコ機に実施しても良い。さらに
、パチンコ機以外にも、アレンジボール型パチンコ、雀球、いわゆるパチンコ機とスロッ
トマシンとが融合した遊技機等の各種遊技機として実施するようにしても良いし、スロッ
トマシンとして実施しても良い。
【０１８６】
　遊技における抽選結果の表示態様として、始動条件が成立して変動が開始された後に停
止表示される抽選結果に対応した情報（識別情報）としては、上記したスロットマシン１
０と同様に、モータ等により回転するリールの外周面に複数の図柄が表示された構造体に
付された図柄を１つまたは複数組み合わせて構成される識別情報としても良く、液晶表示
装置に表示される図柄や絵柄を１つ又は複数組み合わせた情報であっても良く、単一ある
いは複数の発光体で構成される図柄表示装置の発光態様によって遊技者が当否を識別可能
な単一または複数の発光体の発光態様による情報であっても良い。
【０１８７】
　パチンコ機とスロットマシンとが融合した遊技機の具体例としては、複数の図柄からな
る図柄列を変動表示した後に図柄を確定表示する可変表示手段を備えており、球打出用の
ハンドルを備えていないものが挙げられる。この場合、所定の操作（ボタン操作）に基づ
く所定量の遊技球の投入後、例えば操作レバーの操作に起因して図柄の変動が開始され、
例えばストップボタンの操作に起因して、あるいは、所定時間経過することにより、図柄
の変動が停止され、その停止時の確定図柄がいわゆる大当たり図柄であることを必要条件
として遊技者に有利な大当たり状態が発生させられ、遊技者には、下部の受け皿に多量の
球が払い出されるものである。
【０１８８】
　以下、上記した実施形態から抽出される発明群の特徴について、必要に応じて効果等を
示しつつ説明する。なお以下においては、理解の容易のため、上記各実施形態において対



(35) JP 6137392 B2 2017.5.31

10

20

30

40

50

応する構成を括弧書き等で適宜示すが、この括弧書き等で示した具体的構成に限定される
ものではない。また、各特徴に記載した用語の意味や例示等は、同一の文言にて記載した
他の特徴に記載した用語の意味や例示として適用しても良い。
【０１８９】
　＜特徴Ａ群＞
　従来のスロットマシンにおいては、始動操作が行われることにより入賞する役の抽選等
、各種の抽選が制御装置により行われ、抽選結果に応じた停止図柄が停止する。そして、
この停止図柄に応じた特典が遊技者に付与されるため、遊技者は高価値の抽選結果を期待
して遊技を行うこととなる。始動操作が行われてから図柄が停止するまでの間には、抽選
結果に応じた色でリールの周りが発光したり、液晶表示装置に停止図柄の内容に対応した
絵柄を表示したりして遊技者に抽選結果を期待させる演出が行われる。この演出の一部と
してモータ等により動作する動作部材を遊技者から視認可能な位置に配置して、この動作
部材の動作を演出に付加する機種が知られており、大型の動作部材を素早く動作させるこ
とで遊技者を驚かせ、その後の結果に対する期待感を高揚させる演出が行われている（例
えば、特開２００８－１７３１６６号公報参照）。
【０１９０】
　しかしながら、動作部材が大型になって重量が増大するほど、また素早く動作させよう
とするほど性能の高い動力発生機が必要となって部品コストが増大するという問題点があ
った。
【０１９１】
　＜特徴Ａ１＞
　始動条件が成立した場合に変動が開始される識別情報が所定の態様で停止した場合に遊
技者に遊技価値が付与される遊技機（スロットマシン１０）において、
　駆動手段（前側モータ４０２）と、
　遊技者によって一部が視認可能に設けられ、第１状態と、該第１状態に対して前記駆動
手段の駆動力によって変位した後の第２状態とに変位可能な第１動作部材（中波部材２０
２）と、
　前記第１状態と前記第２状態との切り替わりにおける一部の過程であって少なくとも前
記第１状態を含む所定の第１過程において前記第１動作部材の一部に係合し、前記第１動
作部材に連動可能な第２動作部材（小波部材２０３）と、
　該第２動作部材に係合し、前記第１動作部材が前記第１状態から前記第２状態へ変位す
る場合に前記第２動作部材の変位する方向側への付勢力を前記第２動作部材に付与すると
共に、該第２動作部材を介して該第１動作部材の変位する方向側への付勢力を前記第１動
作部材に前記第１過程において付与する付勢手段（小波付勢部材４０５）と、を備え、
　前記第１動作部材は、前記始動条件の成立前に前記第１状態とされ、前記始動条件が成
立した遊技回において前記第２状態とされる場合があり、前記第１過程においては前記駆
動手段の駆動力に対して少なくとも前記付勢手段の付勢力が加えられた駆動力により変位
し、前記第１過程の後における所定の第２過程において前記駆動手段の駆動力に対して前
記付勢手段の付勢力が加えられない駆動力により変位可能とされていることを特徴とする
遊技機。
【０１９２】
　特徴Ａ１記載の遊技機によれば、動作部材を効率良く動作させることが可能な遊技機を
提供することができる。すなわち、変位動作の開始段階に相当する第１過程においては、
第１動作部材の駆動力が付勢手段によって増大される。このため、変位の際に大きな力が
必要とされる動作開始段階においては付勢手段による付勢力が付加されることで動作に必
要な駆動力を抑えつつ第１動作部材を素早く変位動作させることができ、重量が嵩む第１
動作部材の第２状態への変位を短時間で済ませて、低コストで遊技者に驚きを与えること
ができる。
【０１９３】
　一方、第２過程においては付勢手段の付勢力が加えられずに第１動作部材が変位可能と
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されている。このため、第２状態から第１動作部材が元の第１状態に復帰する際には、付
勢手段の付勢力が加えられていない第２状態において第1動作部材が変位を開始し、第１
動作部材の変位動作中に第１動作部材を第２動作部材に係合させ、第１過程に相当する区
間においては第1動作部材と第２動作部材とを共に変位させることができる。従って、第
１動作部材の復帰時における変位開始時に付勢手段の付勢力の影響を無くして、復帰動作
に必要な駆動力を抑えつつ付勢手段の付勢力を高めに設定して第1動作部材の素早い変位
動作を効率良く実現することができる。
【０１９４】
　更に、素早い変位動作を効率良く実現することにより、駆動手段の出力が少なくて済む
ために駆動手段および駆動手段に関連する力を伝達する部材を小型に形成することができ
、動作部材の配置領域や移動可能領域を広げて装飾効果の高い遊技機を提供することがで
きる。
【０１９５】
　＜特徴Ａ２＞
　前記第１状態から前記第２状態への変位動作に際して前記第１動作部材と前記第２動作
部材とを同一の方向側へ変位動作可能に支持する支持手段（前側支持軸４０１）を備え、
　前記支持手段に対して一方側に設けられる第１係合部（小波部材２０３の可動側係合部
４３１ａ）により前記付勢手段の付勢力が前記第２動作部材に伝達され、該一方側とは反
対側に設けられる第２係合部（中波部材２０２の軸部４１６ａ）により前記駆動手段の駆
動力が前記第１動作部材に伝達され、
　前記第１動作部材および前記第２動作部材は、直接的または間接的に係合して変位動作
方向に沿った駆動力を伝達する第３係合部（小波部材２０３の挿通部４４３における移動
方向先端側面４４３ａ、中波部材２０２の挿通部４２３における移動方向先端側の壁部の
内面４２３ａ）を有し、該第３係合部は、前記第１係合部及び前記第２係合部に対して、
前記支持手段に近接して設けられていることを特徴とする特徴Ａ１記載の遊技機。
【０１９６】
　特徴Ａ２記載の遊技機によれば、共通の支持手段によって第１動作部材と第２動作部材
とが支持されるため、第１動作部材と第２動作部材との動作機構を小型に構成することが
できる。また、支持手段の両側に設けられる第１係合部および第２係合部により付勢手段
の付勢力と駆動手段の駆動力とが付加されるので、支持手段に対して力を伝達する係合部
および動作機構の構成部材を近づけて配置することができ、動作機構を一層小型に構成す
ることができる。更に、両動作部材が係合する第３係合部は他の係合部に対して支持手段
に近接して設けられるため、第１動作部材の復帰動作時における衝撃力が支持手段から離
間する箇所に加えられることによる破損を防止すると共に、別箇所に両動作部材の係合部
分を設ける必要がなく、動作部材の装飾や他の機能を設けるための設計自由度を高めるこ
とができる。
【０１９７】
　＜特徴Ａ３＞
　前記第２動作部材は、前記支持手段に支持される被支持部（小波部材２０３の挿通部４
４３）を有し、遊技者によって一部が視認可能に設けられると共に、前記第１動作部材よ
りも小型で変位動作範囲が少なく設定され、
　前記第１動作部材は、前記被支持部に対して変位方向の先端側と基端側との両側にて前
記支持手段に支持され、その両側の間部分に前記被支持部が入り込んで配置されているこ
とを特徴とする特徴Ａ１またはＡ２記載の遊技機。
【０１９８】
　特徴Ａ３に記載の遊技機によれば、第２動作部材が支持される被支持部より、第１動作
部材の支持部分が離間して設けられるので、第２動作部材より大きな第１動作部材を安定
して変位動作させることができ、且つ、第１動作部材と第２動作部材の支持部分を小型に
形成することができる。
【０１９９】
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　＜特徴Ａ４＞
　前記駆動手段の駆動力を前記第１動作部材に伝達する部材として、
　回動軸から離間した第１伝達部（リンク取付部４６４）を有し、回動軸を中心として回
動動作する回動部材（クランク部材４５１）と、
　該回動部材の第１伝達部に一端側が回動可能に連結され、他端側に設けられる第２伝達
部（軸穴４７２）に駆動力を伝達する連結部材（リンク部材４５２）と、
　該連結部材の第２伝達部と前記第１動作部材の一部に連結され、回動軸を中心に揺動可
能であって当該回動軸に対して前記第２伝達部より離間した位置に前記第１動作部材と係
合する係合部が設けられた揺動部材（前側アーム４５３）と、を備え、
　前記連結部材は、前記第１動作部材および第２動作部材における変位動作方向に沿って
配置され、
　前記回動部材は、その回動軸方向視において、前記第１状態では、前記回動軸を基準と
して前記変位動作方向先端側に前記第２伝達部が、前記変位動作方向基端側に前記第１伝
達部が位置し、前記第２状態では、前記回動軸を基準として前記変位動作方向に対して垂
直な方向側に前記第１伝達部が位置するように回動制御されることを特徴とする特徴Ａ１
からＡ３記載の遊技機。
【０２００】
　特徴Ａ４記載の遊技機によれば、回動部材の回動力に対して、第１状態を含む第１過程
においては第１動作部材の変位動作方向側への駆動力が大きく作用し、その後においては
該変位動作方向側への駆動力が低下する一方で変位量が増大して高速な変位動作が可能と
なる。第１過程においては付勢手段の付勢力により回動部材の回動力より大きな駆動力に
対応した高い速度で第１動作部材を変位動作させることができるので、第１過程の後にお
いても第１動作部材の高速変位動作を回動部材の変位動作方向側への変位量の増大によっ
て継続させ易くすることができる。また、第２状態から復帰動作する初期段階においては
、回動部材の回動力に対して付勢手段の付勢力による損失がないため、回動部材の回動力
に対しての駆動力が低くても第１動作部材の復帰動作を開始させ易くすることができる。
よって、回動力を発生させる動力発生手段の動力を効率良く駆動力に変換することができ
、部品コストを抑えつつ第１状態から第２状態への高速の変位動作を実現することができ
る。
【０２０１】
　なお、特徴Ａ２に従属する特徴Ａ４に記載の遊技機においては、回動部材の回動軸方向
視において、連結部材と支持手段とを重ならせて配置するものとしても良く、動作機構を
一層小型に構成することができる。
【０２０２】
　＜特徴Ｂ群＞
　従来のスロットマシンにおいては、始動操作が行われることにより入賞する役の抽選等
、各種の抽選が制御装置により行われ、抽選結果に応じた停止図柄が停止する。そして、
この停止図柄に応じた特典が遊技者に付与されるため、遊技者は高価値の抽選結果を期待
して遊技を行うこととなる。始動操作が行われてから図柄が停止するまでの間には、抽選
結果に応じた色でリールの周りが発光したり、液晶表示装置に停止図柄の内容に対応した
絵柄を表示したりして遊技者に抽選結果を期待させる演出が行われる（例えば、特開２０
０８－１７３１６６号公報参照）。
【０２０３】
　しかしながら、抽選結果を期待させる演出を実行する装飾装置を設けるスペースには制
限があり、その限られたスペースで見栄えの良い装飾を施すことが難しいという問題点が
あった。
【０２０４】
　＜特徴Ｂ１＞
　電子部品が搭載される板状の発光基板（大波発光基板３２４）と、
　該発光基板の一面側に設けられ、前記発光基板の板面と平行な側方側に向けて光を照射



(38) JP 6137392 B2 2017.5.31

10

20

30

40

50

する向きに配置された側方発光手段（渦ＬＥＤ５２１）と、
　前記発光基板の前記一面側に重なる板状に形成され、前記側方発光手段が入り込み可能
な孔部を有し、前記発光基板側とは逆側となる前面側へ前記側方発光手段の光を導光する
透光性を有する導光部材（大波拡散部材３２３）とを備え、
　前記導光部材における前記発光基板側の面には、当該面に垂直な方向視において側方発
光手段の照射方向先端側が凸状とされた曲線（または円弧）に沿って断面形状が略一定の
溝部（溝５３１）又は突条部が当該側方発光手段から離間するほど次第に曲率が大きくな
るようにして複数並んで形成された曲状部（扇状溝群５３２）が設けられ、
　前記曲状部は、前記側方発光手段側を向いた発光手段側向面（垂直面５３４）と、該発
光手段側向面に対して前記側方発光手段から離れた側又は近い側の少なくとも一方側に位
置し、前記発光基板に近い部位が側方発光手段側に位置し、前記発行基板から離間するに
伴って前記発光基板から離間する傾斜面（傾斜面５３３）とを有し、前記発光手段側向面
と傾斜面とを少なくとも組み合わせて前記溝部又は突条部を形成するものであり、
　前記発光基板には、複数の側方発光手段が設けられ、前記導光部材には、該複数の側方
発光手段に対応する複数の曲状部が隣り合うようにして設けられていることを特徴とする
遊技機。
【０２０５】
　特徴Ｂ１記載の遊技機によれば、発光手段を用いた発光による装飾として少ない厚みで
広範囲の発光を好適に実現可能な発光構造を備えた遊技機を提供することができる。すな
わち、発光基板と導光部材とによって導光部材の前面側に光を照射するものであり、導光
部材には、側方発光手段が入り込み可能な孔部が設けられているので、発光基板と導光部
材とを近づけて配置して前面側への発光構造を薄い厚さ（薄厚）で構成することができる
。また、前面側へ照射される光は、側方発光手段から発光基板の板面と平行な側方側に向
けて照射された光が傾斜面により前面側へ反射されるもので構成される。このため、前面
側への発光が間接的なものとなり、発光手段周辺のみが強く発光することもなく、広範囲
に拡散された発光による装飾を薄厚の発光構造により実現することができる。また、複数
の曲状部が隣り合わせて設けられているので、薄厚の発光構造によって広範囲にわたる面
状の装飾を施すことができる。
【０２０６】
　ここで、特徴Ｂ１における「孔部」は、必ずしも貫通孔とする必要はなく、導光部材に
おける発光基板側の面を凹ませて形成した非貫通の穴により形成しても良い。
【０２０７】
　なお、特徴Ａ群に記載の遊技機に従属する特徴Ｂ１に記載の遊技機において、第１動作
部材と第２動作部材との両方に対して特徴Ｂ１に記載の発光基板および導光部材の組み合
わせを第１状態にて前後に重なるようにして設けても良く、複数の動作部材を小型に配置
することができ、しかも動作部材の小型化に伴い軽量化がし易く、第２状態へ素早く変位
動作可能な動作部材を実現することができる。
【０２０８】
　＜特徴Ｂ２＞
　前記発光基板には、１の側方発光手段と、該１の側方発光手段に対して照射方向先端側
に離間した位置であって該１の側方発光手段に対応する曲状部の溝部又は突条部のうち該
１の側方発光手段に近い側で曲率の小さい溝部又は突条部を所定数以上間に挟んで離間し
た位置にて、前記１の側方発光手段と同一の方向側に向けて光を照射する先端側の側方発
光手段との組み合わせが複数設けられ、
　前記導光部材の前面視において、前記側方発光手段と、該側方発光手段に対応する曲状
部における所定数以上の溝部又は突条部とが、交互に連なって設けられることを特徴とす
る特徴Ｂ１記載の遊技機。
【０２０９】
　特徴Ｂ２に記載の遊技機によれば、側方発光手段と曲状部における所定数以上の溝部又
は突条部とが交互に連なって設けられるので、一定以上の幅で長く延びる形状の装飾部に
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対して薄厚の発光構造によって光を拡散した発光を施すことができる。
【０２１０】
　＜特徴Ｂ３＞
　前記先端側の側方発光手段として、前記導光部材の前面視において、前記１の側方発光
手段に対して照射方向先端側に離間した位置にて右回り又は左回り方向に所定角度以上回
転された方向側を向くように配置された側方発光手段が複数連なって配置され、次第に曲
率が小さく若しくは大きくなる渦状又は円弧状の軌跡に沿って前記側方発光手段と該側方
発光手段に対応する曲状部とが交互に連なって設けられることを特徴とする特徴Ｂ２記載
の遊技機。
【０２１１】
　特徴Ｂ３に記載の遊技機によれば、渦状または円弧状に発光させる形状の装飾として薄
厚の発光構造によって光を拡散しつつ発光させることができ、各曲状部において連続する
小さな円弧が大きな渦状または円弧状に連なる光による装飾を薄厚の発光構造によって実
現することができる。
【０２１２】
　＜特徴Ｂ４＞
　前記導光部材と前記発光基板とを有し、前記発光基板の板面に沿って変位動作可能に設
けられた動作部材（大波部材２０１、中波部材２０２および小波部材２０３）が複数設け
られ、
　該複数の動作部材は、その変位動作範囲の少なくとも一部において、前記導光部材の前
面側が同一方向側を向くように配置され、且つ、各動作部材における前記渦状又は円弧状
の軌跡に沿った複数の曲状部の組み合わせが並んで視認可能な状態とされることを特徴と
する特徴Ｂ３に記載の遊技機。
【０２１３】
　特徴Ｂ４に記載の遊技機によれば、渦状または円弧状に発光させる形状の装飾として薄
厚の発光構造によって光を拡散しつつ発光させることができ、更に、その発光部が複数並
んで発光可能であって変位動作可能とされているので、各曲状部において連続する小さな
円弧が大きな渦状または円弧状に連なる光が変位動作することによる装飾を薄厚の発光構
造によって実現することができる。また、薄厚の発光構造で動作部材を形成できるので、
動作部材を軽量とし易く、部品コストを抑えつつ高速に変位動作可能で且つ装飾効果の高
い装飾を実現することができる。
【０２１４】
　なお、特徴Ｂ４において、複数の動作部材として３つ以上の動作部材が設けられ、複数
の曲状部の組み合わせが３つ以上並んで視認可能な状態とされる場合、前記渦状又は円弧
状の軌跡が同一の回り方向に設定された２つの曲状部の組み合わせの間に、その回り方向
とは逆回りに前記渦状又は円弧状の軌跡が設定された曲状部の組み合わせが視認可能な状
態とされることとしても良く、動作部材の変位動作を伴う発光による装飾の見栄えを多彩
にして一層装飾効果を高めることができる。
【０２１５】
　＜特徴Ｂ５＞
　前記導光部材に対して発光基板とは逆側となる前面側に重なる透過性を有するカバー部
材（大波透明カバー３２２）を有し、
　該カバー部材における導光部材側の面には、複数の溝部又は突条部が、導光部材の前面
視において、前記曲状部を構成する溝部又は突条部に対して一定角度以下の小さな角度で
交差する方向に延びて形成される内面起伏部（内面突条部３２２ｃ）が設けられているこ
とを特徴とする特徴Ｂ１からＢ４に記載の遊技機。
【０２１６】
　特徴Ｂ５によれば、導光部材から前側へ照射される光が、カバー部材の内面起伏部の起
伏によって見栄えを異なるものとしてカバー部材を介して遊技者に視認可能とされる。こ
の内面起伏部は、曲状部を構成する溝部又は突条部に対して小さな角度で交差するので、
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内面起伏部の溝部又は突条部の長手方向に沿って長い範囲にわたって曲状部における１の
溝部又は突条部の光が照射されることとなる。このため、カバー部材を通過した光が輪郭
がぼやけてゆらぐような光となって出力され、柔らかな雰囲気の光の演出を実現すること
ができる。
【０２１７】
　＜特徴Ｂ６＞
　前記導光部材および発光基板の周縁側に設けられ、前記導光部材の周縁側部分から前記
発光基板の前記一面とは反対側の裏面側へ延びた形状で透光性を有する前後導光部（後側
突出壁部３２２ｄ）と、
　該前後導光部における発光基板の裏面側端部より前記発光基板とは逆の外方側に延出し
た形状で前記導光部材の前後方向に厚みを有し、該外方側の端部にて前側に光を照射する
透光性を有する外側突出縁部（後側縁部３２２ｅ）とを備える外縁発光手段と、
　該外縁発光手段の前後導光部および外側突出縁部の一部における外面側に重なり、前記
前後透光部および前記外縁突出縁部側の面が光を反射する反射面とされた被覆部材（大波
前カバー３２１）とを備えていることを特徴とする特徴Ｂ１からＢ５記載の遊技機。
【０２１８】
　特徴Ｂ６記載の遊技機によれば、発光基板に設けられる側方発光手段は、導光部材の外
縁に向けて光を照射し、その外縁へ到達した光を前後導光部によって発光基板の裏面側へ
導光され、外側突出縁部の端部にて前側に光が照射される。導光部材の溝部の深さまたは
突条部の高さに対して板状部分の厚みを十分に設定することで側方発光手段の照射方向先
端側へ側方発光手段の光を導光部材の外縁側へ到達させやすく、また、発光基板と導光部
材との隙間等を通じて導光部材の外縁側へ光が照射されやすいものであり、これらの光を
利用して、発光基板の裏面側に位置する外側突出縁部の端部を発光させることで、発光基
板の外縁を縁取った発光による装飾を専用の発光手段を設けず低コストで実現することが
できる。また、被覆部材の反射面により前後導光部および外側突出縁部の側に光が反射さ
れることとなり、外側突出縁部側へ導かれる光量を多くすることができる。
【０２１９】
　＜特徴Ｃ群＞
　従来のスロットマシンにおいては、始動操作が行われることにより入賞する役の抽選等
、各種の抽選が制御装置により行われ、抽選結果に応じた停止図柄が停止する。そして、
この停止図柄に応じた特典が遊技者に付与されるため、遊技者は高価値の抽選結果を期待
して遊技を行うこととなる。始動操作が行われてから図柄が停止するまでの間には、抽選
結果に応じた色でリールの周りが発光したり、液晶表示装置に停止図柄の内容に対応した
絵柄を表示したりして遊技者に抽選結果を期待させる演出が行われる（例えば、特開２０
０８－１７３１６６号公報参照）。
【０２２０】
　しかしながら、抽選結果を期待させる演出として遊技機の装飾を付加すると、遊技機の
コストが増大してしまうという問題点があった。
【０２２１】
　＜特徴Ｃ１＞
　遊技者によって視認可能な装飾部を有し、該装飾部を収容する収容領域の端側に配置さ
れる第１状態と、前記収容領域の中央側に移動した第２状態とに変位可能であって前記第
１状態および前記第２状態において遊技者により前記装飾部が視認可能に設けられた動作
部材（中波部材２０２）と、
　該動作部材に設けられ、遊技者側に前面側が向き、裏面側が遊技者とは反対側に向けて
配置された基板（中波発光基板４１４）と、
　該基板の前記裏面側に設けられ、前記第２状態において前記収容領域の端側であって前
記第１状態に位置した側に光を照射可能な発光手段を有する第１発光手段（周辺照射ＬＥ
Ｄ５２３）とを備えたことを特徴とする遊技機。
【０２２２】
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　特徴Ｃ１に記載の遊技機によれば、コスト増を抑えつつ、見栄えの良い装飾を施すこと
ができる。すなわち、第１状態および第２状態において装飾部が視認可能であり、第１状
態に対して装飾部が移動することで装飾部が存在していた部分が空洞となっても、その空
洞となった空間部分に発光手段によって光を照射することができる。すなわち、動作部材
が第２状態となって収容領域の内面部分から離間した際に、離間した位置からの光の照射
によって収容領域の内面部分を発光させることができる。よって、第１状態においては発
光されても目立たない収容領域を形成する内面部分に発光手段を設けず、動作部材側から
の光の照射によって収容領域の内面部分を発光させることができるので、収容領域内面の
発光による装飾を低コストで実現し、また、収容領域を拡げることができるのでその領域
内に設けられる装飾部材の大型化、および、側方発光手段を装飾部材から離間させた位置
で発光させることによる広範囲にわたる一様の発光を少ない発光手段で実現することがで
きる。
【０２２３】
　＜特徴Ｃ２＞
　遊技者によって視認可能な装飾部を有し、該装飾部を収容する収容領域の端側に配置さ
れる第１状態と、前記収容領域の中央側に移動した第２状態とに変位可能であって前記第
１状態および前記第２状態において遊技者により前記装飾部が視認可能に設けられた複数
の動作部材（中波部材２０２，小波部材２０３）と、
　第１状態において複数が前後に重なって配置される動作部材のうち後側に少なくとも１
以上の動作部材が設けられる動作部材であって、前記第２状態として前記第２状態への移
動方向基端側の一部が後側の動作部材に重ならない位置に配置可能な前側の動作部材に設
けられ、遊技者側に前面側が向き、裏面側が遊技者とは反対側に向けて配置された基板（
小波発光基板４３４）と、
　該基板の前記裏面側であって前記前側動作部材の移動方向基端側の前記一部に設けられ
、前記基板に略垂直な後側に向けて光を照射する第２発光手段（後方照射ＬＥＤ５２４）
とを備えたことを特徴とする遊技機。
【０２２４】
　特徴Ｃ２に記載の遊技機によれば、コスト増を抑えつつ、見栄えの良い装飾を施すこと
ができる。すなわち、前側の動作部材は、後側の動作部材に比して収容領域における後側
の動作部材の更に後側の内面から離間した位置に配置されるので、第２発光手段の照射方
向側に拡散部材を設けなくても第２発光手段により広範囲に光を照射することができる。
また、第２状態においては、前側の動作部材は、第１状態より収容領域の中央側に移動し
、その移動後の第２発光手段によって後側に光を照射可能とされている。よって、後側に
向けて照射される光を遊技者の視線に近い位置側から照射される光とすることができ、照
射方向と遊技者の視線とのずれによって影が生じてしまう問題を低減することができる。
【０２２５】
　＜特徴Ｃ３＞
　遊技者によって視認可能な装飾部を有し、該装飾部を収容する収容領域の端側に配置さ
れる第１状態と、前記収容領域の中央側に移動した第２状態とに変位可能であって前記第
１状態および前記第２状態において遊技者により前記装飾部が視認可能に設けられた複数
の動作部材（中波部材２０２，小波部材２０３）と、
　第１状態において複数が前後に重なって配置される動作部材のうち後側に少なくとも１
以上の動作部材が設けられる動作部材であって、前記第２状態として前記第２状態への移
動方向基端側の一部が後側の動作部材に重ならない位置に配置可能な前側の動作部材に設
けられ、遊技者側に前面側が向き、裏面側が遊技者とは反対側に向けて配置された前側基
板（小波発光基板４３４）と、
　前記後側の動作部材に設けられ、遊技者側に前面側が向き、裏面側が遊技者とは反対側
に向けて配置された後側基板（中波発光基板４１４）と、
　該後側基板の前記裏面側に設けられ、前記第２状態において前記収容領域の端側であっ
て前記第１状態に位置した側に光を照射可能な発光手段を有する第１発光手段（周辺照射
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　前記前側基板の前記裏面側であって前記前側動作部材の移動方向基端側の前記一部に設
けられ、前記前側基板に略垂直な後側に向けて光を照射する第２発光手段（後方照射ＬＥ
Ｄ５２４）とを備えていることを特徴とする遊技機。
【０２２６】
　特徴Ｃ３に記載の遊技機によれば、特徴Ｃ１およびＣ２に記載した遊技機の奏する効果
に加え、収容領域の広範囲にわたる光の照射を収容領域側に発光手段を設けなくても実現
することができ、収容領域および収容領域内に配置する部材の大型化を低コストで実現で
きる。
【０２２７】
　また、特徴Ａ群に記載の遊技機の構成を備えた特徴Ｃ３に記載の遊技機とする場合には
、素早い変位動作が効率良く可能となることで動作部材が大型化しても、その大型化に伴
い拡大された収容空間の内面における装飾は低コストで見栄えの良いものとすることがで
きる。
【０２２８】
　また、特徴Ｂ群に記載の遊技機の構成を備えた特徴Ｃ３に記載の遊技機とする場合には
、薄い厚さの動作部材で発光基板と導光部材とを構成して広範囲にわたる面状の装飾が可
能となることで動作部材が大型化し、また面状の装飾を第１状態および第２状態の両方に
おいて遊技者に視認可能としても、その動作部材を収容する収容空間の内面における装飾
は低コストで見栄えのよいものとすることができる。
【０２２９】
　なお、特徴Ａ１～Ａ４、特徴Ｂ１～Ｂ６および特徴Ｃ１～Ｃ３に記載のいずれか１つの
特徴を他のいずれか又は複数の特徴に組み合わせて適用しても良い。以下には、上記した
各特徴を適用し得る遊技機の基本構成を示す。
【０２３０】
　パチンコ遊技機：遊技者が操作する操作手段と、その操作手段の操作に基づいて遊技球
を発射する遊技球発射手段と、その発射された遊技球を所定の遊技領域に導く球通路と、
遊技領域内に配置された各遊技部品とを備え、それら各遊技部品のうち所定の通過部を遊
技球が通過した場合に遊技者に特典を付与する遊技機。
【０２３１】
　スロットマシン等の回胴式遊技機：始動操作手段の操作に基づき周回体の回転を開始さ
せ、停止操作手段の操作に基づき周回体の回転を停止させ、その停止後の絵柄に応じて遊
技者に特典を付与する遊技機。
【産業上の利用可能性】
【０２３２】
　以上のように、この発明は、パチンコ機やスロットマシン等の遊技機に適している。
【符号の説明】
【０２３３】
１０…スロットマシン、２０１…大波部材、２０２…中波部材、２０３…小波部材、３２
１…大波前カバー、３２２ｄ…後側突出壁部、３２２ｅ…後側縁部、３２３…大波拡散部
材、３２４…大波発光基板、４０１…前側支持軸、４０２…前側モータ、４０５…小波付
勢部材、４１４…中波発光基板、４１６ａ…軸部、４２３ａ…内面、４３１ａ…可動側係
合部、４３４…小波発光基板、４４３…挿通部、４４３ａ…移動方向先端側面、４５１…
クランク部材、４５２…リンク部材、４５３…前側アーム、４６４…リンク取付部、４７
１，４７２…軸穴、５２１…渦ＬＥＤ、５２３…周辺照射ＬＥＤ、５２４…後方照射ＬＥ
Ｄ、５３１…溝、５３２…扇状溝群、５３３…傾斜面、５３４…垂直面
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